


3 発行にあたって

発
行
に
あ
た
っ
て

医
療
的
ケ
ア
一
部
法
制
化
の
現
場
の
混
乱
は
、
尋
常
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
的
ケ
ア
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
的
ケ
ア
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
問
題
点
を
整
理
し
な
い
と
前
へ
進
め
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

京
都
府
の
委
託
を
受
け
て
行
っ
た
研
修
の
経
験
も
含
め
、
以
下
の
目
的
で
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
報
告
し
ま
す
。

⑴ 

文
科
省
│
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
医
療
的
ケ
ア
の
生
み
の
親
の
は
ず
で
す
が
「
教
育
」
と
い
う
こ
と
で
か
、
医
療
行

為
の
図
式
か
ら
は
ず
さ
れ
、
医
師
指
示
書
を
医
療
保
険
で
認
め
ま
せ
ん
。
一
方
「
事
業
所
」
扱
い
で
今
度
の
法
制
化

を
実
施
と
い
う
、
複
雑
な
状
況
に
な
っ
て
き
そ
う
で
す
。
文
科
省
も
困
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

⑵ 

研
修
の
や
り
方
も
あ
ま
り
に
も
都
道
府
県
格
差
が
あ
り
す
ぎ
ま
す
。
4
月
以
降
も
こ
の
ま
ま
の
格
差
で
現
場
ま
か
せ

に
な
り
そ
う
で
す
。
こ
の
3
月
ま
で
の
状
況
を
現
場
か
ら
報
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。
担
当
部
局
は
高
齢
者
関
連
課
か

障
害
福
祉
課
の
関
係
、
そ
し
て
、
文
科
省
│
教
育
委
員
会
の
関
係
は
ど
う
な
の
か
。

⑶ 

各
地
に
現
状
と
課
題
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
情
報
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
各
地
で
担
当
部
局
と
し
っ
か
り
討
議
し
て
、
よ
り
よ
い
地
域
で
の
連
携
を
模
索
し
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
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こ
の
ま
ま
の
法
解
釈
が
進
め
ば
、
医
療
行
為
の
法
制
化
6
項
目
以
外
は
「
違
法
」
扱
い
を
う
け
て
、
非
医
療
職
が
実

施
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
白
黒
つ
け
る
の
は
い
い
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
に
し
た

グ
レ
イ
ゾ
ー
ン
も
大
切
な
考
え
方
と
思
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
質
疑
（
Ｑ
＆
Ａ
）
に
も
あ
り
ま
す
が
、
6
項
目
以
外

の
内
容
に
つ
い
て
、
今
回
の
法
制
化
で
「
違
法
」
と
は
決
定
・
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
グ
レ
イ
の
ま
ま
で
す
。
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1
◦
各
年
齢
層
の
医
療
的
ケ
ア
─
─
在
宅
・
特
養
・
学
校

医
療
的
ケ
ア
の
語
源
は
1
9
8
0
年
代
の
大
阪
の
養
護
学
校
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
で
あ
っ
て
も

通
学
を
保
障
す
る
教
諭
と
保
護
者
の
討
論
に
小
児
神
経
医
が
支
援
し
た
。
そ
し
て
30
年
近
く
医
療
的
ケ
ア
が
継
続
さ
れ

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
2
0
0
0
年
、介
護
保
険
と
と
も
に
高
齢
者
の
胃
ロ
ウ
を
主
と
し
た「
医
療
的
ケ
ア
」が
、P
E
G（
内

視
鏡
的
胃
ロ
ウ
形
成
術
）
の
医
療
保
険
適
応
で
一
気
に
広
が
っ
た
。
お
な
じ
く
在
宅
で
介
護
職
支
援
を
主
に
自
立
を
め
ざ

す
A
L
S
（
筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
）
等
の
難
病
や
遷
延
性
意
識
障
害
の
当
事
者
に
と
っ
て
法
制
化
は
念
願
で
あ
っ
た
。

2
◦
介
護
職
員
等
に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等
の
実
施
の
た
め
の
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会

国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
長
の
大
島
氏
を
委
員
長
に
18
人
の
検
討
会
が
発
足
し
た
の
は
2
0
1
0
年
7
月
5
日
で

あ
っ
た
。
2
0
1
1
年
7
月
ま
で
に
9
回
の
検
討
会
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
以
下
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
こ
れ
ま
で
の
実
質
的
違
法
性
阻
却
に
よ
る
実
施
措
置
運
用
を
認
め
て
き
た
。

② 

在
宅
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）・
特
別
支
援
学
校
で
、
介
護
職
員
等
が
た
ん
の
吸
引
・
経
管
栄
養
の
う
ち
の

一
定
の
行
為
を
認
め
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
法
律
で
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
。

③ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
GH
）・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
施
設
等
で
は
対
応
で
き
て
い
な
い
。
在
宅
で
も
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
業
務
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
。（
以
上
、
厚
生
労
働
省
資
料
か
ら
引
用
）

こ
の
委
員
会
の
検
討
課
題
と
し
て
は
、
法
制
度
の
在
り
方
、
研
修
の
在
り
方
、
試
行
的
事
業
の
在
り
方
で
あ
っ
た
。

●
筆
者
コ
メ
ン
ト

①�

グ
レ
イ
ゾ
ー
ン
を
違
法
性
の
阻
却
か
ら
法
律
化
す
る
目
的
で
あ
っ
た
が
、
上
記
の
委
員
会
構
成
や
目
的
の
通
り
、
事
務
局
が

厚
生
労
働
省
老
健
局
で
発
足
し
、
当
初
に
示
さ
れ
た
現
状
認
識
（
取
扱
い
）
は
、
在
宅
障
害
者
・
支
援
学
校
・
特
養
の
取
り

扱
い
の
違
い
を
認
識
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
表
の
通
り
3
者
が
異
な
り
、
そ
の
他
は
「
×
」
す
な
わ
ち
黒
=
違
法

と
事
務
局
は
示
し
た
。
こ
れ
は
支
援
学
校
を
支
援
し
て
き
た
も
の
に
と
っ
て
違
和
感
が
あ
っ
た
。
そ
こ
（
×
印
）
は
討
論
さ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
「
−
」
だ
ろ
う
。（
最
初
の
委
員
会
に
出
さ
れ
た
表
の
一
部
・
表
1
）

②�

2
0
1
0
年
12
月
の
中
間
報
告
時
ま
で
に
、
高
齢
者
対
象
の
「
不
特
定
多
数
の
者
」
と
障
害
者
対
象
の
「
特
定
の
者
」
が

i-care booklet Them
a

1

医
療
的
ケ
ア「
一
部
法
制
化
」へ
の

討
論
経
過
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家
族
、
教
諭
、
小
児
医
療
関
係
者
な
ど
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
地
道
に
前
進
し
て
き
た
歴
史
を
引
き
継
ぐ
よ
う
な
、

安
心
・
安
全
・
快
適
な
生
活
を
保
障
す
る
医
療
的
ケ
ア
を
4
月
以
降
も
め
ざ
す
目
的
で
作
成
し
た
。

学
校
関
連
の
医
療
的
ケ
ア
史
の
詳
細
は
、
日
本
小
児
神
経
学
会
編
『
新
版
・
医
療
的
ケ
ア
研
修
テ
キ
ス
ト
』（
ク
リ
エ

イ
ツ
か
も
が
わ
、
2
0
1
2
年
4
月
発
行
）
第
1
章
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

�

（
杉
本
健
郎
）

別
に
討
論
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
上
記
の
3
者
の

う
ち
、
支
援
学
校
は
前
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
。

③�

こ
の
ま
ま
研
修
内
容
が
決
め
ら
れ
る
と
、
先
行

し
て
き
た
学
校
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

支
援
が
難
し
く
な
る
こ
と
か
ら
①
と
②
に
多

く
の
関
係
者
か
ら
当
局
に
訂
正
を
求
め
た
。
結

果
、
2
0
1
1
年
1
月
の
全
国
課
長
会
議
で

は
、
表
1
の
「
×
」
が
「
−
」
に
な
り
、
支
援

学
校
は
特
定
関
係
下
と
変
更
に
な
っ
て
い
た
。

今
回
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
主
に
法
制
化
開

始
前
の
研
修
の
地
方
格
差
を
論
述
し
、
私
た
ち

が
取
り
組
ん
だ
（
委
託
を
う
け
た
）
京
都
府
研

修
と
各
地
の
レ
ポ
ー
ト
も
紹
介
す
る
。
こ
れ
ま

で
30
年
近
く
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
障
害
児（
超

重
症
児
と
内
容
は
重
な
る
）
を
支
援
し
て
き
た

表1）2010年7月に示された検討会の表
	 「介護職などによるたん吸引や経管栄養の取り扱い」

在宅
（療養患者・障害者）

特別支援学校
（児童・生徒）

特別養護老人
ホーム（高齢者）

た
ん
吸
引

口腔内
○

（咽頭の手前まで
を限度）

○
（咽頭の手前まで

を限度）

○
（咽頭の手前まで

を限度）
鼻腔 ○ ○ ×

気管カニュー
レ内部 ○ × ×

経
管
栄
養

胃ろう ×
○

（胃ろうの状態確認
は看護師）

○
（胃ろうの状態確認・
チューブ接続・注入
開始は看護職）

腸ろう ×
×

（腸ろうの状態確
認は看護師）

×

経鼻 ×
○

（チューブ挿入状態
の確認は看護師）

×
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表
2
に
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
人
た
ち
の
概
数
を
年
齢
別
に
示
し
た
。
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
委
員
会
は
老
健
局

を
事
務
局
に
し
て
進
め
ら
れ
た
理
由
は
、こ
の
表
を
み
る
と
歴
然
と
す
る
。
し
か
も
担
当
す
る
医
師
の
専
門
科
が
異
な
り
、

何
よ
り
も
厚
生
労
働
省
や
文
科
省
の
違
い
、
厚
生
労
働
省
内
部
の
局
の
違
い
も
大
き
く
討
論
に
影
響
す
る
。

① 

主
に
支
援
学
校
と
、
そ
こ
か
ら
卒
業
し
主
に
生
活
介
護
事
業
で
活
動
性
を
高
め
る
障
害
児
・
者
は
、
ざ
っ
と
1
万
人

強
で
小
児
科
医
や
小
児
神
経
科
医
が
支
援
す
る
。
担
当
省
・
部
局
は
文
科
省
と
厚
生
労
働
省
母
子
保
健
局
（
入
学
前

の
医
療
的
ケ
ア
必
要
時
3
0
0
0
人
）、
社
会
援
護
局
。

② 

難
病
や
遷
延
性
意
識
障
害
の
成
人
は
約
2
万
人
。
主
に
神
経
内
科
、
脳
外
科
、
そ
し
て
在
宅
医
療
医
が
支
援
。
担
当

は
厚
生
労
働
省
社
会
援
護
局
。

③ 

高
齢
者
は
介
護
保
険
。
病
院
か
ら
医
療
、
福
祉

施
設
入
所
へ
と
順
々
に
変
わ
る
。
胃
ロ
ウ
だ
け
で

60
万
人
と
い
わ
れ
る
。
担
当
は
厚
生
労
働
省
老
健

局
。
胃
ロ
ウ
増
設
術
（
経
皮
的
内
視
鏡
下
増
設
も

含
む
）
は
、
医
療
保
険
適
用
内
・
2
0
1
2
年

4
月
か
ら
9
4
6
0
0
円
が
10
万
7
0
0
円
と

6
4
0
0
円
の
増
額
に
な
り
、
増
設
に
は
「
療
養

上
必
要
な
事
項
を
説
明
す
る
」
と
の
但
し
書
き
が

入
っ
た
。

国
策
は
費
用
が
か
か
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
組
ま

れ
る
。
市
場
原
理
が
生
き
て
く
る
の
も
同
様
で
あ

る
。
今
回
の
法
制
化
の
討
論
過
程
を
み
て
も
明
瞭
で

あ
る
。
極
端
に
い
え
ば
障
害
児
関
連
1
万
人
と
成
人

難
病
等
2
万
人
、
高
齢
者
60
万
人
と
い
う
図
式
に
な

る
。
こ
の
こ
と
を
十
分
認
識
し
た
う
え
で
法
制
化
を

i-care booklet Them
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医
療
的
ケ
ア
法
制
化
を

　
理
解
す
る
た
め
の
数
字

1
万
人　

2
万
人　

60
万
人
と
は
？

VS

VS

表2）1万人	VS		2万人VS		60万人	「医療的ケア人数と年齢の比較表」

医療的ケア人数と年齢 Sugimoto,2011

家庭で最後？
病院：医療療養
病床（医療保険）
＋介護療養病床
介護施設：老健
（介護保険）
特別養護老人

入所施設（療護施
設、病院入院）
すべて地域で
介護＋医療？
家族の高齢化
病態の重症化

学校へ
括弧内
通学
放課後
長期休暇
教師、看護師、
家族

退院
在宅へ
家族介護
（一部小児科
入院、重症児
施設へ）

新生児
超低出生体重児
奇形、低酸素性
脳症

病院・NICU

気管軟化症
栄養障害
肺の未成熟

家庭援護局
母子保健課

ねたきり
嚥下障害
逆流現象から
胃ロウへ

老健局

事故後遺症
成人発症難病
自死後遺症

社会援護局
障害福祉課

新たな医療的
ケアが体格の
向上とともに
急増する

文科省
社会援護局

退院後も医療
的ケアを継続
する

家庭援護局

300人 3000人 7000人 胃ロウで60
万人

3000人（障害）
＋1万人（難病）
＋1万人（中途障
害）

出産

新生児医師 小児神経や小
児科医師

同左、学校医も 同左、神経内科、
脳外科

訪問医師
老人科

乳幼児期 学齢期 卒後 成人 ‥高齢者（死）
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1
◦
取
り
組
む
き
っ
か
け
─
─
打
診
を
受
け
て
、
中
身
あ
る
研
修
に
す
る
た
め
の
議
論

京
都
府
か
ら
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
的
ケ
ア
ネ
ッ
ト
に
、「
特
定
の
者
」
類
型
の
研
修
事
業
委
託
の
打
診
が
あ
っ

た
の
は
、
2
0
1
1
年
11
月
中
旬
。
厚
生
労
働
省
か
ら
法
改
正
に
つ
い
て
の
政
省
令
が
示
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

実
は
そ
の
前
に
一
度
、
府
の
担
当
者
と
懇
談
し
た
こ
と
が
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
ケ
ア
ネ
ッ
ト
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

『
医
療
的
ケ
ア
実
践
セ
ミ
ナ
ー
』
の
実
績
か
ら
、
特
定
の
者
類
型
の
研
修
に
関
し
て
は
、
一
定
の
経
験
と
ス
キ
ル
が
あ
る

と
伝
え
て
い
た
。

正
式
な
打
診
を
受
け
て
理
事
会
で
の
議
論
が
始
ま
っ
た
。
意
見
は
二
つ
に
分
か
れ
た
。「
こ
れ
ま
で
行
政
に
対
し
て
も
、

必
要
な
施
策
な
ど
の
提
言
を
お
こ
な
っ
て
き
た
団
体
と
し
て
、
法
に
則
っ
た
養
成
研
修
な
ど
を
受
け
る
の
は
い
か
が
な
も

解
読
し
修
正
を
訴
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
1
万
人
の
う
ち
、
7
5
0
0
人
は
学
齢
期
で
学
校
で
の
医
療
的

ケ
ア
に
な
る
。
高
等
部
卒
業
後
は
在
宅
で
あ
っ
て
も
、
そ
し
て
、
ど
ん
な
に
重
度
で
あ
っ
て
も
地
域
の
生
活
介
護
事
業
所

へ
通
う
。
そ
の
数
は
3
0
0
0
人
ほ
ど
と
予
想
さ
れ
る
。
一
日
中
、
在
宅
の
ま
ま
の
障
害
者
数
は
限
定
さ
れ
る
。
ど
ん

な
に
障
害
が
重
く
て
も
昼
間
の
活
動
性
を
保
障
す
る
た
め
に
各
地
で
支
援
の
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
医
療

的
ケ
ア
を
含
む
介
護
支
援
に
十
分
な
ス
タ
ッ
フ
が
、
担
当
で
き
る
だ
け
の
自
立
支
援
法
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
配
慮
が
さ

れ
て
い
る
か
は
、
今
回
の
改
正
案
を
み
る
か
ぎ
り
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

気
管
切
開
や
胃
ロ
ウ
を
は
じ
め
に
つ
く
る
病
院
・
医
療
分
野
で
の
「
尊
厳
死
」
討
論
か
ら
く
る
医
療
的
ケ
ア
不
要
論

は
『
新
版
・
医
療
的
ケ
ア
テ
キ
ス
ト
』
第
2
章
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
同
章
に
は
病
院
内
で
す
ら
、
超
重
症
児
を
看

護
す
る
と
き
に
、
2
0
0
0
年
か
ら
す
で
に
超
重
症
児
加
算
が
付
い
て
い
る
こ
と
も
記
し
た
。
看
護
師
が
病
院
で
超
重

症
児
を
み
る
と
き
は
、
十
分
な
看
護
が
で
き
な
い
の
で
加
算
が
つ
い
て
、
支
援
を
厚
く
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
病
院

で
も
加
算
が
あ
る
の
に
、
退
院
す
れ
ば
超
重
症
児
者
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
費
は
極
端
に
落
ち
る
。
十
分
な
支
援
体
制
が

組
め
な
い
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
、
だ
れ
が
考
え
て
も
お
か
し
い
。

今
回
の
法
制
化
と
関
連
す
る
省
令
が
、
上
記
を
十
分
に
反
映
し
た
も
の
か
ど
う
か
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。　
　
　
　

�

（
杉
本
健
郎
）

i-care booklet Them
a

3

京
都
府
の
取
り
組
み
経
過
と

　
そ
こ
か
ら
み
え
た
課
題

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
的
ケ
ア
ネ
ッ
ト
と
し
て
委
託
を
受
け
た
研
修
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し
、「
一
部
法
制
化
」
制
度
と
厚
生
労
働
省
作
成
「
研
修
テ
キ
ス
ト
」
を

検
討
し
、
問
題
点
を
補
う
工
夫
を
し
た
。

① 

一
部
法
制
化
で
は
、
鼻
腔
・
口
腔
・
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
内
の
吸
引
と

経
管
栄
養
の
開
始
か
ら
終
了
ま
で
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
行
為
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

冒
頭
に
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
見
解
を
20
分
程
度
で
述
べ
た
。「
特

定
の
者
制
度
の
対
象
は
非
常
に
個
別
性
が
高
い
」「
一
部
法
制
化
さ
れ

た
行
為
だ
け
で
支
援
が
で
き
る
と
い
う
の
は
非
現
実
的
」「
一
部
法
制

化
さ
れ
た
行
為
以
外
が
、
一
律
に
禁
止
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」「
た

だ
し
、
本
日
の
講
義
の
技
術
的
な
部
分
は
一
部
法
制
化
制
度
の
内
容

で
行
う
」。

あ 

あ
な
お
、
平
成
24
年
2
月
24
日
付
の
喀
痰
吸
引
等
業
務
の
施
行
等
に

係
る
Q
&
A
（
そ
の
4
、
A
35
＝
巻
末
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
あ
り
）
で
「
Q
・

今
般
の
制
度
化
に
よ
っ
て
介
護
従
事
者
に
も
可
能
と
な
っ
た
行
為
以

外
の
行
為
は
、
実
施
で
き
な
く
な
る
と
考
え
て
良
い
か
」「
A
・
喀
痰

吸
引
と
経
管
栄
養
以
外
の
行
為
が
医
行
為
に
該
当
す
る
か
否
か
や
、

介
護
職
員
が
当
該
行
為
を
実
施
す
る
こ
と
が
当
面
の
や
む
を
得
な
い

の
か
？
」
と
い
う
意
見
と
、「
京
都
で
多
く
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
て
、
常
に
こ
の
課
題
に
つ
い

て
発
信
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
周
囲
の
期
待
も
あ
る
。
ま
た
実
際
に
、
研
修
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
初
め
て
見
え
て
く

る
課
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
最
終
的
に
は
『
医
療
的
ケ
ア
実
践
セ
ミ
ナ
ー 

in 

G
I
F
U
』

会
場
で
の
理
事
会
で
、
研
修
委
託
を
受
け
き
ち
ん
と
検
証
す
る
役
割
が
あ
る
と
い
う
目
的
で
受
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

京
都
府
と
の
委
託
へ
向
け
て
の
議
論
で
は
、
当
法
人
と
し
て
は
事
業
種
別
に
よ
る
制
限
や
人
数
制
限
を
お
こ
な
わ
ず
、

「
そ
の
方
々
の
地
域
生
活
に
当
然
に
必
要
な
支
援
の
一
環
」と
し
て
、す
で
に
医
療
的
ケ
ア
に
関
わ
っ
て
い
る
介
護
職
に
も
、

こ
の
研
修
を
受
講
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
し
て
き
た
。
京
都
府
と
し
て
は
、初
め
て
の
研
修
で
も
あ
る
し「
ま

ず
は
モ
デ
ル
事
業
的
に
お
こ
な
え
れ
ば
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
特
に
「
実
質
的
違
法
性
阻
却
」
で
も
っ

て
、
経
過
措
置
の
対
象
と
な
ら
な
い
通
所
系
や
住
ま
い
の
支
援
を
し
て
い
る
方
々
、
そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方
々
に
と
っ
て
、
今
回
の
「
一
部
法
制
化
」
の
意
味
が
な
く
な
る
、
と
議
論
し
て
き
た
が
、
最
終
的
に
京
都
府
の
責
任

者
が
「
当
事
者
の
方
々
に
と
っ
て
意
味
あ
る
研
修
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
な
り
、「
人
数
制
限
な
し
」「
事
業
種
別
に
よ
る

制
限
な
し
」
の
研
修
を
実
施
す
る
と
い
う
一
致
点
に
到
達
し
た
。

 

（
理
事
・
篠
原
文
浩
・
京
都
市
南
部
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
員
）

2
◦
基
礎
研
修
へ
の
取
り
組
み
─
─
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
う
：
講
義
に
魂
を
込
め
る

介
護
職
の
基
本
研
修
講
義
8
時
間
は
、
講
義
D
V
D
（
厚
生
労
働
省
作
成
。
都
道
府
県
か
ら
指
導
看
護
師
等
の
自
習

用
と
し
て
配
布
）
を
流
す
だ
け
で
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
質
疑
応
答
が
で
き
る
と
い
う
条
件
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
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を
促
進
す
る
環
境
因
子
と
な
る
。

子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
ケ
ア
に
つ
い
て
、飯
野
順
子
氏
は
「
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
医
療
的
ケ
ア
、子
ど
も
に
と
っ

て
わ
か
り
や
す
い
環
境
と
は
：
重
い
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
と
っ
て
、
ケ
ア
は
自
分
の
意
志
を
伝
え
る
大
切
な
数
少
な
い

手
が
か
り
（
自
己
表
現
）。
自
分
が
動
け
ば
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
そ
の
サ
イ
ン
に
周
り
が
気
づ
き
応
え
て
く
れ
る
体
験
の

積
み
重
ね
。
い
つ
も
一
緒
に
い
る
、
よ
く
知
っ
て
い
る
人
が
ケ
ア
を
し
て
く
れ
る
安
心
感
。
人
と
の
信
頼
感
を
育
て
る
」

と
語
る
。

「
地
域
生
活
支
援
」
を
Ｉ
Ｃ
Ｆ
「
人
が
生
き
る
こ
と
の
全
体
」
へ
の
営
み
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
支
援
者
は
「
専
門
分

野
の
自
ら
の
役
割
」
で
な
く
「
生
活
機
能
」（
心
身
機
能
・
活
動
・
参
加
・
環
境
因
子
・
個
人
因
子
等
）
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
る
「
人
が
生
き
る
こ
と
の
全
体
の
自
ら
の
役
割
」
を
担
っ
て
い
る
。
包
括
的
な
把
握
と
情
報
交
換
・
連
携
が
支
援
者

に
求
め
ら
れ
る
の
と
同
時
に
、
当
事
者
は
自
分
の
生
活
・
人
生
（
個
人
因
子
や
身
近
な
環
境
因
子
）
に
つ
い
て
一
番
よ
く

知
っ
て
い
る
。
支
援
者
は
、
当
事
者
の
意
向
、
基
本
的
人
権
、
自
己
決
定
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 

（
理
事
・
小
倉　

伸
・
京
都
府
丹
後
圏
域
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会　

医
療
的
ケ
ア
部
会
）

地
域
生
活
部
分
の
講
師
と
し
て
：
そ
の
2

そ
も
そ
も
「
医
療
的
ケ
ア
」
と
は
、自
宅
や
外
出
先
、通
所
等
の
「
日
常
生
活
の
場
面
」
に
お
い
て
「
暮
ら
し
の
支
援
」

の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
医
療
」
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
、
医
療
職
の
方
々
と
の
連
携
・
協
働
は
必
須

だ
が
、「
医
療
的
ケ
ア
」
実
施
に
当
た
っ
て
の
連
携
に
お
い
て
は
福
祉
（
介
護
）
職
と
医
療
職
の
立
場
は
対
等
な
は
ず
で

措
置
と
し
て
許
容
さ
れ
る
か
否
か
は
、
行
為
の
態
様
、
患
者
の
状
態
等
を
勘
案
し
て
個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
法
が
施
行
さ
れ
た
後
も
そ
の
取
扱
い
に
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
厚
生
労
働
省
の
考
え
方
が

示
さ
れ
た
。
こ
の
Q
&
A
自
体
も
、
介
護
職
か
ら
の
質
疑
を
厚
生
労
働
省
に
ぶ
つ
け
た
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

② 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
制
度
上
は
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
テ
キ
ス
ト
で
は
事
例
が
わ
ず
か
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

み
で
あ
る
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
考
え
方
と
検
討
の
実
際
に
つ
い
て
30
分
程
度
の
講
義
を
吸
引
関
連
講
義
の
一
部
と
し
て

行
な
っ
た
。
参
考
資
料
と
し
て
、
千
葉
県
教
育
庁
教
育
振
興
部
特
別
支
援
教
育
課
の
『
医
療
的
ケ
ア
に
お
け
る
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
活
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
が
非
常
に
役
立
っ
た
。 

（
理
事
・
出
島　

直
・
京
都
民
医
連
中
央
病
院
小
児
科
医
）

3
◦
地
域
生
活
部
分
の
講
師
と
し
て
講
義
資
料
に
魂
を
込
め
る
　

地
域
生
活
部
分
の
講
師
と
し
て
：
そ
の
1

基
本
研
修
「
重
症
障
害
児
・
者
等
の
地
域
生
活
等
に
関
す
る
講
義
」
2
時
間
の
最
後
10
分
間
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
採
択
し

た
「
国
際
生
活
機
能
分
類
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
）」
か
ら
見
た
「
医
療
的
ケ
ア
」「
地
域
生
活
支
援
」「
支
援
者
の
役
割
」
に
つ
い
て

述
べ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｆ
は
人
が
生
き
る
こ
と
の
全
体
像
を
と
ら
え
、
人
に
正
し
く
伝
え
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
。「
心
身
機
能
・
構
造
」

「
活
動
」「
参
加
」
を
包
括
す
る
概
念
が
「
生
活
機
能
」。
医
療
的
ケ
ア
は
環
境
因
子
。
医
療
的
ケ
ア
に
よ
り
誤
嚥
や
脱
水

を
防
ぐ
、
呼
吸
困
難
の
防
止
・
軽
減
が
可
能
に
な
り
健
康
・
生
命
が
維
持
で
き
る
。
環
境
因
子
が
生
活
機
能
に
プ
ラ
ス

の
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
、
ケ
ア
は
共
感
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
信
頼
・
安
心
と
い
っ
た
精
神
機
能
や
活
動
・
参
加
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で
あ
る
と
い
う
認
識
が
重
要
で
あ
る
。 

（
尾
瀬
順
次
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
て
く
て
く
）

4
◦
担
当
医
師
や
看
護
師
を
ど
う
集
め
た
か

基
本
研
修
講
義
は
4
回
行
い
、
筆
者
以
外
に
8
名
の
医
師
が
担
当
し
た
。
4
名
は
重
症
心
身
障
害
児
者
施
設
の
小
児

科
・
小
児
神
経
科
医
師
、
2
名
は
公
立
病
院
お
よ
び
公
立
療
育
セ
ン
タ
ー
の
小
児
神
経
科
医
師
、
1
名
は
国
立
病
院
機

構
の
神
経
内
科
医
師
、
1
名
は
私
的
診
療
所
の
神
経
内
科
医
師
で
あ
っ
た
。

小
児
科
、
小
児
神
経
科
医
師
と
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
的
ケ
ア
ネ
ッ
ト
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー
や
京
都
市
医
療
的
ケ
ア
研
修

で
講
師
を
依
頼
し
、
神
経
内
科
医
師
と
は
個
別
の
支
援
を
通
し
て
連
携
を
築
い
て
き
た
。
依
頼
が
講
義
日
の
一
か
月
前

と
い
う
無
茶
な
お
願
い
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
各
医
師
の
責
任
感
の
強
さ
の
現
れ
で
あ
る
と
と
も
に
、
連
携
の
成

果
で
も
あ
る
と
考
え
る
。
演
習
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事
の
相
談
支
援
事
業
者
が
支
援
を
通
し
た
日
常
的
つ
な
が
り
を
中

心
に
、国
立
病
院
機
構
を
含
む
11
事
業
所
14
名
の
看
護
師
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
日
常
的
に
研
修
事
業
を
行
な
っ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ナ
ー
ス
ネ
ッ
ト
か
ら
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。　

な
お
参
考
ま
で
に
、
京
都
市
と
の
関
係
を
記
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
的
ケ
ア
ネ
ッ
ト
で
は
京
都
市
と
共
催
で
、「
介
護
職
の
た
め
の
医
療
的
ケ
ア
研
修
」
を
2
0
0
8
年

度
か
ら
年
一
回
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
個
別
性
の
高
い
医
療
的
ケ
ア
を
、
ご
本
人
・
ご
家
族
・
主
治
医
な
ど
か
ら
学

ぶ
た
め
の
基
礎
づ
く
り
を
行
な
う
も
の
で
、
修
了
証
や
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
開

催
し
て
き
た
。
今
年
度
の
講
義
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

あ
る
。
ま
た
「
医
療
的
ケ
ア
」
が
医
療
機
関
で
は
な
く
「
暮
ら
し
の
場
」
で
行
わ
れ

る
以
上
、
第
一
義
的
に
福
祉
（
介
護
）
職
で
あ
る
私
た
ち
が
主
体
的
に
向
き
合
う
べ

き
課
題
で
あ
り
、「
医
療
職
の
手
が
足
り
な
い
か
ら
や
む
を
得
ず
や
る
」
と
い
う
も

の
で
も
な
く
、看
護
師
の
「
下
請
け
仕
事
」
な
ど
で
は
決
し
て
な
い
と
考
え
て
い
る
。

「
医
療
的
ケ
ア
」
を
考
え
る
上
で
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
視

点
は
、「
個
別
性
」
と
「
関
係
性
」
で
あ
る
。
た
だ
、本
当
に
理
解
す
べ
き
「
個
別
性
」

と
は
「
障
が
い
」
や
「
ケ
ア
」
の
個
別
性
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
「
人
と
し

て
の
個
別
性
」
で
あ
り
、
そ
の
上
で
「
一
人
ひ
と
り
と
の
関
係
性
」
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
実
施
の
前
提
と
し
て
必
要
で
あ
る
。

今
回
の
た
ん
吸
引
等
の
制
度
で
は
「
不
特
定
多
数
」
対
象
と
い
う
類
型
も
あ
る
が
、

た
と
え
制
度
と
し
て
「
複
数
」
の
人
に
吸
引
等
を
実
施
で
き
る
と
し
て
も
、
一
人
ひ

と
り
の
ケ
ア
に
当
た
っ
て
は
「
個
別
的
な
関
係
性
を
重
視
」
す
る
こ
と
は
、「
医
療

的
ケ
ア
」
に
限
ら
ず
「
福
祉
的
支
援
（
援
助
）
関
係
」
に
お
け
る
基
本
原
則
と
し
て

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

単
に
「
処
置
」
と
し
て
た
ん
吸
引
等
が
で
き
れ
ば
よ
い
、
の
で
は
な
い
。「
何
の

た
め
に
『
医
療
的
ケ
ア
』
を
行
う
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と
。

そ
の
方
の
「
暮
ら
し
の
支
援
」「
望
む
暮
ら
し
の
実
現
」
の
た
め
の
「
医
療
的
ケ
ア
」
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い
部
分
が
あ
り
、
指
導
に
あ
た
る
講
師
と
協
議
を
し
て
修
正
し
た
。
そ
う
し
た
部
分
が
テ
キ
ス
ト
全
体
に
ち
ら
ほ
ら
と

見
受
け
ら
れ
、
時
間
の
な
い
中
で
作
成
さ
れ
た
と
思
う
と
同
時
に
、
今
後
も
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
く
と
し
た
ら

修
正
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
部
分
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
介
護
職
員
等
は
胃
ロ
ウ
の
ボ
タ
ン
に
触
れ
な
い
こ
と
」
と
い

う
記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
か
え
っ
て
当
事
者
の
方
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
き
ち
ん
と
ボ
タ
ン
を
保
持

し
て
そ
こ
に
コ
ネ
ク
タ
を
接
続
す
る
、
と
い
う
手
技
が
本
来
求
め
ら
れ
る
と
い
う
意
思
統
一
の
も
と
で
指
導
に
あ
た
っ
た
。

時
間
配
分
や
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
地
で
実
施
し
て
き
た
『
医
療
的
ケ
ア
実
践
セ
ミ
ナ
ー
』
や
『
京
都
市　

介
護
職
員
の
た
め
の
医
療
的
ケ
ア
研
修
』で
の
経
験
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
い
ず
れ
も
今
回
の「
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

演
習
」
と
同
様
の
内
容
を
実
施
し
て
き
た
か
ら
だ
。 

（
理
事
・
篠
原
文
浩
）

6
◦
実
地
研
修
─
─
実
地
に
入
る
た
め
の
準
備
＝
指
導
者
の
確
保
　
　

実
地
研
修
に
お
け
る
指
導
看
護
師
等
の
確
保
は
、
各
事
業
所
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
京
都
府
の
指
導

看
護
師
等
養
成
研
修
に
参
加
さ
れ
た
約
1
7
0
名
。
自
己
学
習
に
よ
り
指
導
看
護
師
等
の
登
録
を
さ
れ
た
約
3
5
0
名
。

合
計
約
5
2
0
名
ほ
ど
の
指
導
看
護
師
等
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
。

こ
の
人
数
に
つ
い
て
、
他
の
自
治
体
の
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
実
際
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
京
都
府
民
2
6
4
万
人

に
対
す
る
人
口
比
率
と
し
て
は
、
か
な
り
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
制
度
の
概
要
が
示
さ
れ
た
時
点
か

ら
、
実
地
研
修
に
お
け
る
指
導
者
の
確
保
が
大
き
な
課
題
に
な
る
こ
と
は
十
分
予
測
さ
れ
て
い
た
の
で
、
相
談
支
援
事

業
者
な
ど
を
中
心
に
普
段
か
ら
連
携
の
あ
る
医
療
者
の
方
々
に
登
録
を
お
願
い
し
た
り
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通

①
安
全
に
食
べ
る
、
楽
し
く
食
べ
る
│
│
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
食
事
介
助　

②
胃
瘻
・
経
管
栄
養
と
危
機

対
応　

③
吸
引
・
呼
吸
援
助
と
危
機
対
応　

④
当
事
者
の
目
線　

⑤
介
護
職
の
心
得　

⑥
重
度
障
害
児
・
者
の
口
腔
ケ

ア　

⑦
医
療
的
ケ
ア
の
危
機
対
応　

⑧
ど
の
い
の
ち
も
等
し
く
尊
い
│
│
医
療
的
ケ
ア
を
め
ぐ
る
状
況
と
基
本
的
視
点
。

こ
れ
ら
の
講
義
内
容
は
、
一
部
法
制
化
に
係
る
研
修
が
一
般
化
し
た
場
合
も
、
医
療
的
ケ
ア
に
携
わ
る
上
で
重
要
な
内

容
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

（
理
事
・
出
島　

直
）

5
◦
研
修
の
組
み
立
て
─
─
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
演
習
に
魂
を
込
め
る

「
特
定
の
者
」
研
修
に
お
け
る
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
演
習
」
の
位
置
づ
け
は
、「
標
準
的
な
手
技
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
む
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
吸
引
や
注
入
に
携
わ
っ
て
い
る
介
護
職
員
等
に
と
っ
て
は
「
必
要
な

い
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
た
が
、
そ
う
し
た
人
に
こ
そ
、
こ
の
機
会
に
「
標
準
的
な
手
技
」
に
立
ち

返
り
、
普
段
の
個
別
支
援
の
意
味
を
捉
え
直
し
て
も
ら
う
こ
と
に
こ
そ
、
本
来
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
た
。

そ
し
て
、
1
班
の
基
本
的
な
編
成
を
「
6
〜
7
名
」
と
設
定
し
、
1
月
29
日
、
2
月
2
日
・
3
日
・
4
日
と
3
月
1
日
・

2
日
・
3
日
の
計
7
日
間
、
延
べ
班
数
1
0
8
班
で
実
施
し
た
。
受
講
番
号
で
日
程
を
振
り
分
け
た
の
で
、
業
務
の
関

係
で
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
他
の
日
や
時
間
帯
に
差
し
替
え
、
約
6
5
0
名
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
演
習
を
調
整
し

て
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も
ど
の
日
程
に
も
参
加
が
難
し
い
場
合
は
、
さ
ら
に
追
加
で

一
回
の
機
会
を
設
定
し
た
。

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
演
習
に
つ
い
て
も
厚
生
労
働
省
の
テ
キ
ス
ト
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
少
し
現
実
的
で
な
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面
で
も
「
ケ
ア
を
届
け
る
」
役
割
を
も
っ
た
。 

（
理
事
・
篠
原
文
浩
）

7
◦
認
定
手
続
き

⑴
書
類
提
出
に
関
す
る
課
題

今
年
度
に
限
っ
て
の
課
題
か
も
し
れ
な
い
が
、
京
都
府
で
は
事
務
手
続
き
に
想
像
以
上
の
混
乱
が
生
じ
た
。
要
因
は

大
き
く
二
点
で
あ
る
。
一
点
目
は
、
制
度
周
知
の
取
り
組
み
が
全
く
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
医
療
者
・
福
祉
従
業
者
へ

の
主
た
る
広
報
は
、
京
都
府
W
A
M
セ
ン
タ
ー
で
の
W
E
B
掲
載
で
あ
り
、
到
底
周
知
は
で
き
な
か
っ
た
。
二
点
目
は
、

京
都
府
が
手
続
き
に
関
し
て
「
介
護
職
員
へ
の
認
証
」
と
「
介
護
事
業
者
の
登
録
」
を
混
在
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
結

果
的
に
登
録
事
業
者
へ
の
登
録
基
準
と
し
て
従
業
者
の
認
証
状
況
を
整
え
さ
せ
る
よ
う
な
手
続
き
と
な
り
、
従
業
者
の

認
証
手
続
き
が
複
雑
と
な
り
、事
業
者
も
行
政
も
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
。
か
つ
不
要
と
思
え
る
書
類
も
多
い
と
も
感
じ
た
。

私
自
身
は
「
相
談
支
援
」
と
い
う
業
務
の
中
で
、
利
用
者
に
対
す
る
準
備
を
行
う
過
程
に
て
、「
何
の
た
め
に
、
誰
が

作
成
し
、
誰
に
提
出
す
べ
き
か
」
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
行
政
文
書
を
、
一
つ
ひ
と
つ
行
政
担
当
者
に
確
認
し
、
再

度
整
理
し
な
お
し
た
資
料
を
作
成
し
、
関
係
す
る
利
用
者
・
受
講
者
・
事
業
所
・
医
療
者
に
説
明
を
行
わ
ざ
る
を
得
ず
、

ま
た
関
係
同
業
者
に
情
報
提
供
す
る
等
し
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
周
知
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
当

に
苦
労
の
絶
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

今
後
は
実
践
の
段
階
に
移
っ
て
い
く
が
、
新
制
度
に
て
事
業
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
実
施
計
画
書
等
は
、
そ
も
そ
も

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
場
合
、
個
別
支
援
計
画
書
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
制
度
に
よ
っ
て
異
な
る
書
類
を
作
成

じ
て
登
録
を
お
願
い
し
た
動
き
が
後
押
し
し
た
面
が
強
か
っ
た
。

研
修
の
申
し
込
み
時
点
で
「
指
導
看
護
師
等
が
い
る
／
い
な
い
」

を
記
入
し
て
も
ら
っ
た
が
、
か
な
り
の
数
（
数
十
の
事
業
所
単
位
）

で
「
指
導
看
護
師
が
い
な
い
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
場

合
は
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
指
導
看
護
師
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
演
習
終
了
後
に
各
事
業
所
に
聞
き
取
り

調
査
を
し
て
実
態
把
握
に
つ
と
め
た
。
結
果
と
し
て
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
ら
指
導
看
護
師
を
派
遣
し
た
の
は
「
4
ケ
ー
ス
」
に
と
ど
ま
っ

た
が
、
当
初
の
数
字
（
申
し
込
み
時
点
）
か
ら
す
る
と
か
な
り
少

な
く
な
り
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
の
医
療
的
ケ
ア
が
日
常
生
活
の

一
部
で
あ
る
人
に
は
、
一
定
の
医
療
支
援
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
の
も
一
つ
の
成
果
だ
っ
た
。

ま
た
実
地
研
修
も
「
医
師
の
指
示
」
が
な
け
れ
ば
実
施
で
き
な

い
の
だ
が
「
一
部
法
制
化
」
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
介
護
職
員

等
が
医
療
的
ケ
ア
を
実
施
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
医
師
の
な
か
で

も
「
き
ち
ん
と
責
任
や
研
修
体
制
が
確
保
で
き
た
」
こ
と
で
、
指

示
を
具
体
化
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
法
制
化
は
そ
う
い
う
側
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筆
）
で
、
し
ば
ら
く
は
こ
の
作
業
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
こ
う
し
た
提
出
書
類
の
集
約
を
す
る
目
的
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
「
指
導
看
護
師
等
が
他
法
人
か
ら

の
派
遣
の
場
合
」
を
把
握
す
る
た
め
。
も
う
一
つ
が
「
研
修
の
な
か
で
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
把
握
」
で
あ
る
。

他
法
人
か
ら
の
派
遣
を
把
握
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
協
力
／
指
導
を
得
た
場
合
に
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
業
務
委
託
を

受
け
て
い
る
研
修
事
業
の
「
外
部
講
師
」
料
を
支
払
う
た
め
で
あ
る
。
委
託
事
業
費
の
中
に
「
実
地
研
修
外
部
講
師
委

託
費
」
と
い
う
費
目
を
た
て
て
予
算
を
つ
け
「
介
護
職
員
等
一
人
に
つ
い
て
現
場
演
習
／
実
地
研
修
修
了
ま
で
指
導
の

場
合
に
1
0
0
0
0
円
」
と
い
う
条
件
で
、
現
在
、
支
払
い
事
務
に
移
っ
て
い
る
。

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
の
集
約
と
分
析
は
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事
に
よ
り
、
今
後
、
詳
し
く
分
析
し
て
い
く
予
定
だ
が
、
提

出
書
類
の
煩
雑
さ
か
ら
予
想
し
て
い
た
以
上
に
提
出
数
が
少
な
い
。
現
時
点
で
延
べ
約
7
0
0
名
分
の
介
護
職
員
等
の

書
類
提
出
が
あ
っ
た
が
、
ま
だ
実
地
研
修
に
入
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
数
多
く
、
こ
れ
か
ら
実
地
研
修
が
修
了
し
て
い
く

な
か
で
集
ま
っ
た
デ
ー
タ
を
生
か
し
、
実
地
研
修
の
危
険
回
避
に
役
立
て
た
い
。 

（
理
事
・
篠
原
文
浩
）

8
◦
全
体
を
振
り
返
っ
て
─
─
今
後
の
運
用
改
善
へ
の
提
言

ま
だ
全
体
が
終
了
し
て
い
な
い
の
で
、
す
べ
て
の
課
題
を
抽
出
で
き
て
い
な
い
が
現
時
点
で
感
じ
る
今
後
の
運
用
の
改

善
点
を
あ
げ
る
。

実
際
に
研
修
事
業
を
進
め
る
中
で
国
に
改
善
を
求
め
た
い
点
と
し
て
「
基
本
研
修
の
範
囲
」
が
あ
る
。
現
在
は
「
現

場
演
習
」
修
了
を
も
っ
て
「
基
本
研
修
の
修
了
」
と
し
て
い
る
が
、
現
場
演
習
の
個
別
の
手
技
は
簡
易
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

す
る
の
で
は
な
く
、
個
別
支
援
計
画
書
に
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
計
画
書
も
含
め
る
形
で
、
あ
く
ま
で
個
人
が
生
活
を
営

む
の
に
不
可
欠
な
支
援
と
い
う
視
点
で
、
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
通
常
の
必
要
な
支
援
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
と
い
う
形

で
一
般
化
さ
れ
て
い
く
運
用
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
「
4
月
以
降
は
新
制
度
下
で
し
か
医
療
的
ケ
ア
は
実
施
で
き
な
く
な
る
と
い
う
誤
っ
た
情
報
」
が
錯
綜
し
て
い

る
が
、
違
法
性
の
阻
却
と
い
う
考
え
は
永
続
す
る
こ
と
、
実
質
的
違
法
性
阻
却
（
厚
生
労
働
省
通
知
）
も
当
面
は
継
続

す
る
と
い
う
正
し
い
情
報
を
、
今
か
ら
で
も
周
知
す
る
取
り
組
み
を
各
行
政
機
関
に
は
期
待
し
た
い
。

 

（
土
屋
健
弘
・
京
都
市
北
部
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
リ
ン
ク
」）

⑵
提
出
書
類
を
集
約
す
る
課
題

前
項
で
土
屋
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
提
出
書
類
の
煩
雑
さ
は
大
き
な
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
現
在
、
提
出
さ

れ
た
「
中
間
取
り
ま
と
め
」
的
な
書
類
の
集
約
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
周
知
方
法
は
京
都
府
W
A
M
セ
ン
タ
ー
で
の

W
E
B
掲
載
に
限
ら
れ
、
そ
の
解
釈
や
各
書
類
の
具
体
的
な
記
載
方
法
や
提
出
方
法
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
鳴

り
止
ま
な
い
状
況
が
数
週
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
。

そ
れ
は
京
都
府
の
担
当
者
も
同
じ
状
況
で
あ
っ
た
が
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
私
の
と
こ
ろ
で
一
元
化

し
て
い
た
の
で
同
一
の
返
答
を
し
た
が
、
行
政
の
ほ
う
で
若
干
の
混
乱
が
あ
り
提
出
書
類
に
関
す
る
混
乱
が
生
じ
た
。
結

果
と
し
て
集
約
を
す
る
立
場
と
し
て
は
「
提
出
さ
れ
た
書
類
の
範
囲
で
把
握
す
る
」
と
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
書
類
の
記
載
に
つ
い
て
確
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
数
多
く
、
ま
だ
集
約
の
途
中
（
3
.
2
5
執
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障
」
で
あ
る
。
多
く
の
自
治
体
が
人
数
や
事
業
種
別
に
よ
る
制
限

を
し
た
こ
と
で
、現
場
に
は
「
法
制
化
の
意
味
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
思
い
が
広
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
「
4
月
以
降
、
研
修

を
受
け
て
い
な
い
と
実
施
で
き
な
い
」
と
い
う
誤
っ
た
情
報
も
聞

こ
え
て
く
る
。
こ
れ
は
厚
生
労
働
省
の
政
省
令
や
通
知
、
Q
＆
Ａ

な
ど
を
き
ち
ん
と
読
み
込
め
て
い
な
い
結
果
な
の
か
、
読
み
込
ん

だ
上
で
意
図
的
に
出
さ
れ
て
い
る
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な

く
と
も
こ
の
議
論
の
出
発
点
＝
検
討
会
で
の
議
論
「
当
事
者
に
と
っ

て
の
不
利
益
変
更
は
し
な
い
」
に
立
ち
返
る
べ
き
で
あ
り
、「
実
質

的
違
法
性
阻
却
」
の
範
囲
外
で
あ
っ
て
も
、
本
来
的
な
「
違
法
性

阻
却
」
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
含
め
て
生
活

を
支
え
て
い
る
現
場
を
萎
縮
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
同

時
に
現
場
で
当
事
者
へ
の
安
全
で
快
適
な
支
援
を
展
開
す
る
た
め

に
、
必
要
な
連
携
を
き
ち
ん
と
確
保
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
や
は
り
書
類
は
で
き
る
だ
け
簡
素
化
す
べ
き
で
あ
る
。

煩
雑
な
書
類
作
成
や
登
録
の
た
め
に
法
人
登
記
簿
な
ど
の
提
出
を

求
め
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
そ
れ
だ
け
で
も
小
さ
な
規
模
の

を
用
い
て
実
施
す
る
も
の
で
、
今
後
は
「
実
地
研
修
」
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
「
現
場

演
習
修
了
後
す
み
や
か
に
実
地
研
修
に
う
つ
っ
て
よ
い
」
と
い
う
言
葉
が
現
実
的
に
な
る
と
同
時
に
、「
ま
ず
は
基
本
研

修
を
受
け
て
お
い
て
、
あ
ら
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
い
」
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現

状
の
ま
ま
だ
と
対
象
と
な
る
利
用
者
が
い
な
い
と
基
本
研
修
は
修
了
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
点
は
ぜ
ひ
改
善
し
て
ほ
し

い
。つ

ぎ
に
「
医
師
指
示
書
」
の
取
り
扱
い
は
、
Ｑ
＆
Ａ
で
示
さ
れ
た
の
が
か
な
り
遅
く
な
り
、
結
果
と
し
て
研
修
費
用

か
ら
の
支
出
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
来
年
度
は
こ
の
Ｑ
＆
Ａ
の
通
り
、医
師
の
指
示
責
任
が
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
指
示
こ
そ
が
研
修
で
も
実
際
の
ケ
ア
の
提
供
で
も
「
出
発
点
」
で
あ
る
。
こ
こ
を
き
ち
ん
と
し
な
い
と
始
ま
ら
な
い
。

研
修
以
外
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
回
「
特
別
支
援
学
校
」
に
対
す
る
指
示
書
料
が
、
保
険
点
数
か
ら
除
外
さ
れ
て

い
る
の
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。「
医
療
的
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
は
大
阪
の
養
護
学
校
で「
生
み
出
さ
れ
た
」言
葉
で
あ
る
。

そ
の
学
校
へ
の
医
療
保
険
に
よ
る
医
師
指
示
料
だ
け
が
な
ぜ
除
外
さ
れ
る
の
か
。

「
生
活
介
護
事
業
」
の
「
医
療
連
携
体
制
加
算
」
が
算
定
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
生
活
介
護
で
は
「
人
員
配

置
体
制
加
算
」
だ
け
が
算
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
の
日
中
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
支
え
て
い
る
生
活
介
護
事
業
所
は
多
く
あ
る
わ
け
で
は
な
く
「
一
極
集
中
」
の
状
態
に
あ
る
の
が
各
地
の

現
状
で
あ
る
。
そ
こ
は
す
で
に
「
人
員
配
置
体
制
加
算
」
が
算
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
実
質
的
に
研
修
に
お
い
て

負
担
を
負
い
な
が
ら
、
実
質
的
に
全
体
の
報
酬
が
下
が
る
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
事
業
所
が
お
か
れ
か
ね
な
い
。

研
修
実
施
主
体
で
あ
る
都
道
府
県
に
改
善
を
お
願
い
し
た
い
の
は
、
第
一
に
「
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修
の
保
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事
業
所
に
は
大
き
な
負
担
と
な
り
、
実
際
に
京
都
で
も
「
う
ち
は
も
う
撤
退
し
ま
す
」
と
い
う
事
業
所
が
あ
っ
た
。
こ

れ
で
は
本
末
転
倒
で
あ
り
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
運
用
の
改
善
を
求
め
た
い
。

最
後
に
年
度
末
の
研
修
実
施
状
況
の
中
間
取
り
ま
と
め
で
初
め
て
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
京
都
府
の
「
特
定
の
者
」

研
修
に
お
い
て
は
、
か
な
り
の
人
数
の
「
高
齢
者
」
と
さ
れ
る
方
々
へ
の
支
援
者
が
受
講
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

国
の
運
用
で
は
「
不
特
定
多
数
」
と
さ
れ
る
方
々
で
あ
る
が
、
個
別
の
関
係
性
／
ケ
ア
の
中
身
こ
そ
重
要
と
考
え
、
根

拠
法
に
よ
る
対
応
の
違
い
に
つ
い
て
い
か
が
な
も
の
か
、
と
考
え
る
当
法
人
と
し
て
は
、
歓
迎
し
た
い
対
応
で
あ
る
。

�

（
理
事
・
篠
原
文
浩
）

◦
神
奈
川
県
で
の
進
捗
状
況

⑴
平
成
23
年
度
み
な
し
認
定
に
つ
い
て

・
特
別
支
援
学
校
教
員
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
5
3
0
名
が
み
な
し
認
定
。

・
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
請
用
紙
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
て
、
各
自
が
申
請
。

・ 

障
害
者
関
係
施
設
職
員
の
多
く
は
み
な
し
認
定
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、特
定
研
修
を
経
て
認
定
を
う
け
る
こ
と
と
な
る
。

⑵
平
成
23
年
度
の
研
修
に
つ
い
て

・ 

国
お
よ
び
県
の
予
算
を
活
用
し
て
の
研
修
は
、
当
N
P
O
法
人
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
コ
ム
か
な
が
わ
が
委
託
を
う
け
実
施
。

（
障
害
関
係
8
5
7
万
円
、
高
齢
関
係
6
2
5
万
円
）

　

＊
来
年
度
は
障
害
関
係
予
算
の
み
と
な
る
の
で
、
同
規
模
の
研
修
を
開
催
で
き
る
か
が
課
題
。

i-care booklet Them
a

4

各
地
の
取
り
組
み
経
過
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・ 
不
特
定
研
修
は
約
70
名
、
特
定
研
修
は
約
80
名
で
基
礎
研
修
を
終
え
現
在
、
原
則
各
自
の
所
属
す
る
事
業
所
内
で
実

地
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
＊
不
特
定
研
修
で
対
象
者
が
探
せ
な
い
例
が
あ
り
課
題
。

・ 

実
際
に
医
療
的
ケ
ア
の
実
践
が
先
行
し
て
い
た
施
設
に
つ
い
て
指
導
者
講
習
会
を
2
度
実
施
。
そ
の
上
で
、
各
事
業
所

ご
と
に
研
修
が
現
在
お
こ
な
わ
れ
4
0
0
│
5
0
0
人
近
い
現
場
職
員
が
認
定
を
受
け
ら
れ
る
見
込
み
。
＊
来
年
以

降
も
指
導
者
講
習
会
を
開
催
す
る
予
定
。

・ 

現
時
点
に
お
け
る
指
導
医
療
職
の
人
数
は
、
不
特
定
60
名
、
特
定
2
4
4
名
。
＊
研
修
生
が
指
導
看
護
師
を
見
つ
け

ら
れ
な
い
場
合
が
課
題
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
来
年
度
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
者
に
広
く
声
を
か
け
る
予
定
。

⑶
平
成
24
年
度
以
降
の
研
修
体
制
に
つ
い
て

・ 

特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
は
、
平
成
24
年
度
ま
で
に
は
看
護
師
全
員
が
研
修
を
う
け
る
予
定
。
平
成
24
年
度
は
肢
体
不

自
由
児
養
護
学
校
に
在
籍
す
る
3
年
目
の
教
員
全
員
が
、
特
定
研
修
の
基
本
研
修
の
内
容
を
含
む
19
時
間
程
度
の
独

自
研
修
を
受
け
、
現
場
の
学
校
で
実
地
研
修
を
受
け
る
形
で
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
予
定
。

・ 

高
齢
福
祉
分
野
で
は
、す
で
に
他
の
法
人
が
不
特
定
の
研
修
実
施
に
手
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
介
護
保
険
上
の
ヘ
ル
パ
ー

対
象
の
特
定
研
修
に
は
、
す
で
に
5
か
所
ほ
ど
の
団
体
が
有
料
研
修
（
国
の
予
算
を
利
用
し
な
い
）
を
行
う
見
込
み
。

・ 

障
害
福
祉
分
野
で
は
、
平
成
24
年
度
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
事
業
と
な
っ
た
た
め
、
現
在
、
当
法
人
を
含
め
複
数
の

法
人
が
手
を
あ
げ
て
競
っ
て
い
る
。
当
法
人
と
し
て
は
、
平
成
23
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
「
現
場
の
近
く
の
看
護
師
に
よ

る
指
導
で
、
研
修
生
が
直
接
関
係
の
あ
る
利
用
者
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
実
地
研
修
」
を
大
原
則
に
し
な
が
ら
研
修
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

（
江
川
文
誠
・
N
P
O
法
人
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
コ
ム
か
な
が
わ
・
県
肢
体
不
自
由
児
協
会　

副
理
事
長
）

◦
東
京
都
に
お
け
る
痰
の
吸
引
等
の
研
修
（
特
定
の
者
対
象
）
の
実
施
状
況
と
課
題

⑴
介
護
職
等
に
つ
い
て

東
京
都
福
祉
保
健
局
障
害
者
施
策
推
進
部
計
画
課
支
援
係
が
主
管
と
な
り
、
研
修
業
務
は
財
団
法
人
東
京
都
福
祉
保

健
財
団
に
委
託
す
る
形
で
平
成
24
年
2
月
18
日
〜
24
日
（
区
部
）、
3
月
1
日
〜
7
日
（
市
部
）
の
日
程
で
開
催
し
た
。

対
象
者
は
「
東
京
都
内
の
重
度
訪
問
介
護
事
業
所
等
に
所
属
し
、
在
宅
で
特
定
の
者
に
『
経
管
栄
養
』
を
実
施
す
る
介

護
職
員
等
」
と
し
、
痰
の
吸
引
に
つ
い
て
は
移
行
措
置
が
あ
る
の
で
、
本
年
度
の
対
象
は
経
管
栄
養
の
み
に
限
定
し
、

研
修
時
間
は
講
義
と
演
習
で
合
計
4
時
間
と
そ
の
後
の
筆
記
試
験
が
行
わ
れ
た
。

実
際
の
研
修
の
講
師
は
、
A
L
S
の
さ
く
ら
会
、
C
I
L
系
の
呼
ネ
ッ
ト
、
N
P
O
法
人
あ
い
、
N
P
O
法
人
地
域

ケ
ア
さ
ぽ
ー
と
研
究
所
な
ど
に
所
属
す
る
看
護
師
等
が
行
っ
た
。
受
講
希
望
者
は
1
4
0
0
人
ほ
ど
に
の
ぼ
り
、
全
員

を
受
け
付
け
た
た
め
1
回
の
研
修
に
90
〜
1
2
0
人
ほ
ど
が
出
席
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
演
習
は
講
師
ス
タ
ッ

フ
が
手
分
け
し
て
4
体
の
模
型
を
使
用
し
て
実
演
す
る
の
を
見
て
も
ら
っ
た
。
丁
寧
な
技
術
指
導
が
「
特
定
の
者
」
の

研
修
の
大
切
な
点
と
考
え
て
い
た
が
、
1
回
の
参
加
人
数
が
多
い
た
め
、
実
地
研
修
で
個
別
的
・
具
体
的
な
研
修
を
受

け
て
い
た
だ
き
、
演
習
部
分
は
実
演
を
見
て
も
ら
う
程
度
し
か
で
き
な
い
と
割
り
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。

課
題
は
①
演
習
が
丁
寧
に
で
き
な
か
っ
た
、
②
指
導
看
護
師
の
得
意
不
得
意
に
よ
っ
て
講
義
の
内
容
に
濃
淡
が
出
て
い

た
、
③
実
地
研
修
の
た
め
の
支
援
を
地
域
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
が
断
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
た
、
な
ど
が
あ
っ
た
。
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2
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て

基
本
研
修
（
講
義
8
時
間
と
筆
記
試
験
20
問
+
演
習
1
時
間
）
と
実
地
研
修
を
行
う
。
基
本
研
修
の
う
ち
講
義
と
筆

記
試
験
は
、
都
内
の
会
場
で
春
季
休
業
中
に
2
日
間
の
日
程
を
4
回
設
定
し
て
い
る
。
基
本
研
修
の
演
習
と
実
地
研
修

は
各
学
校
で
実
施
す
る
。
平
成
23
年
度
に
実
際
に
痰
の
吸
引
や
経
管
栄
養
を
実
施
し
て
い
た
教
員
は
経
過
措
置
対
応
と

し
て
研
修
を
受
け
ず
に
認
定
書
交
付
が
受
け
ら
れ
る
。

肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
で
は
従
来
か
ら
配
置
さ
れ
た
看
護
師
と
協
働
し
て
教
員
も
医
療
的
ケ
ア
に
実
施
し
て
き

た
こ
と
か
ら
、
研
修
の
内
容
と
形
態
を
国
の
形
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。 

（
下
川
和
洋
・
N
P
O
法
人
地
域
ケ
ア
さ
ぽ
ー
と
研
究
所　

理
事
）

◦
「
あ
る
福
祉
施
設
職
員
の
つ
ぶ
や
き
」
─
─
大
阪
府
の
現
状

2
0
1
1
年
の
10
月
7
日
付
で
、
大
阪
府
か
ら
「
介
護
職
員
等
に
よ
る
た
ん
吸
引
等
の
研
修
に
か
か
わ
る
意
向
調
査

に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
施
設
の
利
用
者
の
中
で
医
療
的
ケ
ア
〔
た
ん
吸
引
・
経
管
栄

養
〕
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
人
数
と
介
護
職
員
等
に
よ
る
た
ん
吸
引
等
の
研
修
を
希
望
す
る
人
数
で
あ
っ
た
。

12
月
6
日
に
大
阪
府
か
ら
特
定
の
者
対
象
の
指
導
者
養
成
研
修
の
通
知
が
あ
り
、
9
日
に
は
締
め
切
り
、
16
日
か
25

日
研
修
実
施
と
あ
わ
た
だ
し
い
日
程
の
上
に
、
こ
の
指
導
者
養
成
研
修
は
3
月
ま
で
に
こ
の
二
日
間
の
み
で
後
は
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
施
設
の
看
護
師
も
緊
急
で
あ
っ
た
が
、
体
制
を
取
っ
て
受
講
で
き
た
。

12
月
末
に
福
祉
職
の
研
修
の
募
集
要
項
が
出
た
。
締
切
は
12
月
26
日
で
募
集
定
員
5
0
0
名
、
当
施
設
は
申
し
込
み

が
遅
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
施
設
職
員
全
員
、
定
員
オ
ー
バ
ー
で
受
講
が
で
き
な
か
っ
た
。
意
向
調
査
で
は
1
0
0
0
名

だ
っ
た
が
、
予
算
の
都
合
上
5
0
0
名
が
1
月
8
日
、
9
日
に
研
修
が
行
わ
れ
た
。
大
阪
府
は
2
0
1
1
年
度
中
こ
の

二
日
間
の
み
で
研
修
が
受
講
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
4
月
以
降
に
民
間
団
体
の
研
修
に
な
る
の
で
一
人
1
0
0
0
0
円

位
の
費
用
は
か
る
と
い
う
情
報
が
あ
る
。

ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
の
職
員
は
研
修
が
受
講
で
き
た
が
、
8
時
間
の
研
修
を
受
け
て
30
分
の
試
験
が
講
師
の
先
生
が
話

さ
な
か
っ
た
内
容
の
試
験
だ
っ
た
の
で
、
90
点
取
れ
な
い
受
講
生
が
2
5
0
名
ほ
ど
い
て
追
加
講
義
を
受
け
た
。
府
の

対
応
が
こ
の
よ
う
な
の
で
現
在
、
所
在
市
当
局
に
受
講
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
、
今
後
ど
う
す
る
か
検
討
し
て

い
る
最
中
で
、
不
透
明
な
ま
ま
不
安
な
状
況
で
あ
る
。

研
修
を
受
講
し
た
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
の
職
員
は
、
実
地
研
修
を
す
る
前
に
当
事
者
お
よ
び
ご
家
族
の
同
意
書
と
主
治

医
の
福
祉
職
の
名
前
を
記
載
し
た
指
示
書
が
必
要
と
府
か
ら
指
示
が
あ
り
、
1
月
末
ま
で
に
大
阪
府
に
提
出
し
な
い
と
、

2
月
か
ら
の
実
地
研
修
を
認
め
な
い
、「
認
定
特
定
行
為
従
事
者
認
定
書
」
の
発
行
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

実
際
に
は
、
誰
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
福
祉
職
の
名
前
を
記
載
さ
れ
た
指
示
書
を
主
治
医
が
確
認
を
し
て
実
地
研
修
と
い

う
の
も
手
順
が
逆
と
感
じ
た
。

医
療
的
ケ
ア
を
福
祉
職
が
手
続
き
等
を
し
て
医
療
職
が
指
導
の
下
、
本
人
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
よ
う
に
す
る
こ
と
は
必
要
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
制
度
変
更
に
伴
う
動
き
、
特
に
障
害
者
分
野

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
準
備
不
足
で
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
差
も
あ
り
、
一
番
混
乱
し
て
い
る
の
が
、
当
事
者
本
人
と
身
近

に
関
わ
っ
て
い
る
家
族
・
関
係
者
で
は
な
い
か
。
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◦
愛
知
県
に
お
け
る
痰
の
吸
引
等
の
研
修
（
特
定
の
者
対
象
）
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

⑴
福
祉
現
場

愛
知
県
は
国
が
示
し
た
都
道
府
県
研
修
の
予
算
措
置
の
目
安
（
老
健
局
計
上
1
0
0
人
、
障
害
部
計
上
50
人
）
に
し

た
が
っ
て
、
健
康
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
・
障
害
福
祉
課
両
者
が
実
施
主
体
と
な
り
、
不
特
定
1
0
0
人
、
特
定
50
人
を

養
成
す
る
と
し
た
。
指
導
看
護
師
の
養
成
は
愛
知
県
看
護
協
会
へ
、
介
護
職
員
に
対
す
る
研
修
は
特
定
も
不
特
定
も
愛

知
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
へ
委
託
し
た
。

実
地
研
修
を
介
護
職
員
が
勤
務
す
る
施
設
で
行
う
と
し
、
介
護
職
員
と
勤
務
施
設
の
看
護
師
セ
ッ
ト
で
募
集
を
し
た
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
人
数
に
対
す
る
研
修
し
か
行
え
な
い
た
め
に
、
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
度
の
高
い
施
設
・
事
業
所
等
を

優
先
的
に
受
講
さ
せ
る
と
し
、
不
特
定
は
入
所
系
、
特
定
は
在
宅
を
対
象
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
不
特
定
は
介
護
保

険
の
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
と
障
害
者
（
児
）
施
設
（
入
所
施
設
と
短
期
入
所
・
共
同
生
活
介
護
・
共
同
生
活
援
助
を
行
う

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
）
を
対
象
と
し
、
特
定
は
、
介
護
保
険
の
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
事
業
所
）
と
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
居
宅
介
護
事
業
所
と
重
度
訪
問
介
護
事
業
所
を
対
象
と
し
た
。

看
護
職
員
へ
の
研
修
は
不
特
定
が
12
月
17
日
、
特
定
が
1
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、
介
護
職
員
へ
講
義
と
演

習
を
行
っ
た
。
特
定
の
者
へ
の
研
修
は
、
講
義
・
演
習
・
筆
記
試
験
は
1
月
13
日
と
1
月
20
日
の
2
日
間
行
わ
れ
、
利

用
者
の
居
宅
に
お
い
て
実
施
研
修
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
不
特
定
に
は
定
員
1
0
0
名
の
と
こ
ろ
3
3
7
名
申
し
込
み
が
あ
り
、
特
定
は
50
名
の
と
こ
ろ
1
2
0
名

の
応
募
が
あ
っ
た
。
で
き
る
限
り
多
く
の
事
業
所
と
な
る
よ
う
1
事
業
所
1
名
程
度
と
し
た
。
結
果
的
に
、
高
齢
17
名
、

障
害
33
名
と
な
っ
た
。

喀
痰
吸
引
等
研
修
要
綱
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
に
お
い
て
策
定
中
で
あ
る
た
め
、
示
さ
れ
た
後
、
県
の
登
録
研
修

機
関
に
関
す
る
要
綱
を
策
定
し
、
募
集
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

⑵
特
別
支
援
学
校

愛
知
県
は
、
教
員
が
医
療
的
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
な
い
県
で
あ
る
の
で
、
今
回
の
法
制
化
後
も
体
制
の
変
化
は
な
く

看
護
師
に
よ
る
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
が
継
続
す
る
。
愛
知
県
は
教
員
が
医
療
的
ケ
ア
を
実
施
し
て
は
い
な
い
が
、
教
職

と
看
護
職
が
連
携
し
て
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
健
康
を
守
る
丁
寧
な
対
応
は
で
き
て
い
る
と
思
う
。
た
だ

し
、
平
素
で
も
親
の
付
き
添
い
が
完
全
に
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
こ
と
や
校
外
活
動
へ
親
の
付
き
添
い
が
必
要
で
あ
る
こ

と
な
ど
課
題
は
多
く
あ
る
。

現
状
の
体
制
の
改
善
に
向
け
、
今
回
の
法
制
化
を
受
け
て
の
対
応
も
含
め
て
、
全
指
導
医
と
全
校
長
が
出
席
す
る
「
養

護
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
連
絡
協
議
会
」
で
さ
ら
に
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

�

（
理
事
・
三
浦
清
邦
・
名
古
屋
大
学
医
学
部
障
害
児
（
者
）
医
療
学
寄
附
講
座
）

◦
兵
庫
県

兵
庫
県
の
研
修
事
業
は
兵
庫
県
看
護
協
会
に
委
託
さ
れ
、
他
の
団
体
に
は
委
託
さ
れ
て
い
な
い
。
実
地
研
修
に
あ
た
っ

て
は
、
兵
庫
県
が
受
け
入
れ
施
設
を
調
整
し
、
看
護
協
会
と
実
施
施
設
が
契
約
を
結
ぶ
再
委
託
の
形
を
と
っ
た
。
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（
1
）
指
導
者
研
修

①
特
定
の
者
対
象
研
修
の
指
導
者

平
成
23
年
11
月
か
ら
平
成
24
年
2
月
ま
で
7
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

受
講
者
数
は
1
8
8
名
で
修
了
者
数
も
1
8
8
名
と
同
数
。
こ
の
う
ち
医
師
は
3
名
（
小
児
科
医
1
名
）。

②
不
特
定
多
数
の
者
対
象
研
修
の
指
導
者

同
じ
く
平
成
23
年
11
月
か
ら
平
成
24
年
2
月
に
か
け
て
5
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
受
講
者
数
は
1
2
0
名
で
修
了

者
も
1
2
0
名
。
う
ち
医
師
は
1
名
で
小
児
科
医
。
な
お
、別
に
D
V
D
自
己
学
習
者
が
12
名
修
了
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

⑵
介
護
職
員
基
本
研
修

①
特
定
の
者
対
象
：
介
護
職
員
対
象

平
成
24
年
1
月
26
日
と
平
成
24
年
2
月
6
日
の
2
回
実
施
さ
れ
た
。
募
集
定
員
は
2
回
合
わ
せ
て
50
名
だ
っ
た
が
、

申
込
者
は
計
1
4
4
4
名
。
1
4
4
4
名
の
中
か
ら
計
60
名
（
30
名
ず
つ
）
が
受
講
者
と
し
て
選
ば
れ
た
。
受
講
予
定

者
の
う
ち
16
名
が
辞
退
し
、
最
終
的
に
は
44
名
が
受
講
し
た
。
筆
記
試
験
で
90
％
以
上
正
解
が
義
務
付
け
ら
れ
、
2
名

が
1
回
目
の
テ
ス
ト
で
不
合
格
に
な
っ
た
が
、
2
時
間
の
補
講
後
に
合
格
と
な
っ
て
い
る
。
講
師
は
医
師
1
名
（
小
児

科
医
）、
看
護
師
2
名
、
行
政
職
1
名
。

②
特
定
の
者
対
象
：
特
別
支
援
学
校
教
員
対
象

平
成
24
年
4
月
7
日
、
8
日
、
14
日
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
1
1
5
名
が
申
し
込
ん
で
い
る
。
最
終
受
講
者
数
が
ど

の
よ
う
に
な
る
か
は
不
明
。

⑶
不
特
定
多
数
の
者
対
象

平
成
23
年
12
月
12
〜
25
日
（
10
日
間
）、
平
成
24
年
1
月
9
日
〜
20
日
（
10
日
間
）
の
2
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
い

ず
れ
も
募
集
定
員
50
名
（
2
回
で
計
1
0
0
名
）
に
対
し
、
申
込
者
は
4
1
0
名
。
1
0
0
名
の
受
講
者
の
中
で
最
終

的
な
全
国
統
一
試
験
合
格
者
数
は
同
数
の
1
0
0
名
で
し
た
（
2
名
が
不
合
格
だ
っ
た
が
、
補
講
4
時
間
後
に
合
格
）。

講
師
は
、看
護
師
16
名
（
老
人
看
護
専
門
看
護
師
1
名
、集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
6
名
、感
染
管
理
認
定
看
護
師
3
名
、

摂
食
嚥
下
障
害
認
定
看
護
師
1
名
、
小
児
救
急
看
護
認
定
看
護
師
1
名
、
日
本
静
脈
経
腸
栄
養
学
会
理
事
1
名
、
平
成

22
年
度
厚
労
省
試
行
事
業
研
修
講
師
1
名
、
看
護
協
会
職
員
1
名
）、
医
師
1
名
（
内
科
）
で
、
演
習
支
援
者
は
救
急

救
命
士
、
日
本
赤
十
字
救
護
員
な
ど
22
〜
24
名
。

⑷
実
地
研
修

3
月
25
日
現
在
、
実
施
中
。

⑸
24
年
度
以
降
の
予
定

神
戸
市
教
育
委
員
会
と
姫
路
市
教
育
委
員
会
が
登
録
研
修
機
関
に
な
る
予
定
。
他
の
地
域
の
教
員
に
つ
い
て
は
、
兵

庫
県
看
護
協
会
の
研
修
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
研
修
そ
の
も
の
は
、
今
後
、
2
か
月
に
1
回
程
度
は
予
定
さ
れ
る
よ
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う
だ
。

4
月
以
降
の
学
校
で
の
医
療
的
ケ
ア
は
、
当
面
「
見
な
し
」
で
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
ケ
ア
施
行
者
に
は
筆
記
試
験
で

90
％
以
上
の
正
答
率
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
だ
。

⑹
全
体
の
印
象

今
回
の
兵
庫
県
の
介
護
職
員
研
修
で
は
、
不
特
定
多
数
の
研
修
で
わ
か
る
よ
う
に
多
く
の
看
護
専
門
職
者
が
講
師
と

し
て
参
加
し
て
お
り
、
内
容
的
に
は
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
応
募
者
と
受
講
者
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

が
大
変
大
き
く
、
受
講
で
き
な
か
っ
た
者
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
①
中
央
で
の
決

定
が
あ
ま
り
に
も
拙
速
で
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
②
研
修
計
画
が
老
健
施
設
の
延
長
で
行
わ
れ
た
た
め
学
校
で

の
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
③
兵
庫
県
下
で
の
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
状
況
が
多
様

で
（
特
に
神
戸
市
、
西
宮
市
、
姫
路
市
な
ど
の
大
都
市
が
各
々
独
自
の
体
制
を
と
っ
て
い
る
）
た
め
、
県
の
担
当
者
が

地
域
の
実
情
を
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、小
児
科
医
も
講
師
に
加
わ
り
、各
教
育
委
員
会
を
登
録
研
修
機
関
に
す
る
な
ど
の
修
正
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

新
年
度
当
初
に
お
け
る
混
乱
が
憂
慮
さ
れ
る
。
現
在
も
な
お
、一
般
の
小
児
科
医
に
は
ほ
と
ん
ど
情
報
が
届
い
て
お
ら
ず
、

学
校
に
対
す
る
指
示
書
の
様
式
な
ど
に
つ
い
て
も
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
早
急
に
、
小
児
神
経
診
療
医
間
で
の
情

報
共
有
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
（
理
事
・
高
田　

哲
・
神
戸
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科
）

◦
兵
庫
県
の
あ
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

⑴
た
ん
吸
引
等
に
か
か
る
研
修

① 

「
た
ん
吸
引
の
研
修
（
特
定
者
）
を
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
で
受
け
た
人
が
い
る
の
で
、訪
問
看
護
師
も
受
け
て
く
だ
さ
い
」

と
県
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
急
遽
「
特
定
者
」
の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

② 

高
齢
者
の
場
合
は
、
在
宅
療
養
者
で
あ
っ
て
も
家
族
が
介
護
を
担
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
介
護
職
に
よ
る
吸

引
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
み
て
い
る
の
で
す
が
、
重
症
心
身
障
が
い
の
方
は
大
変
な
の
で
は
と
思
う
。

⑵
重
症
心
身
障
が
い
の
人
へ
の
訪
問
看
護
に
つ
い
て

① 

4
月
か
ら
の
改
定
で
、「
主
治
医
が
必
要
と
認
め
指
示
書
を
交
付
（
必
要
と
判
断
）
す
れ
ば
、
退
院
直
後
2
週
間
は
訪

問
看
護
に
毎
日
入
れ
る
」
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
、
う
ま
く
活
用
で
き
る
と
導
入
が
進
む
と
思
う
。

② 

訪
問
看
護
制
度
は
も
と
も
と
老
人
保
健
法
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
は
高
齢
者
と
重
症
心
身
障
が
い
の
人
と
で

は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
別
な
制
度
上
の
配
慮
等
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
体
に
よ
り
訪
問
看
護
の

利
用
者
負
担
額
が
異
な
り
、
隣
の
市
で
は
負
担
金
ゼ
ロ
、
そ
の
隣
の
市
で
は
3
割
負
担
と
い
う
よ
う
な
差
が
歴
然
と

あ
る
こ
と
自
体
、
看
護
提
供
の
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
関
わ
る
大
問
題
で
あ
る
。（
＊
近
畿
圏
で
は
大
阪

府
と
和
歌
山
県
が
3
割
負
担
。
京
都
府
は
2
0
1
2
年
秋
か
ら
福
祉
医
療
扱
い
）

③ 

今
回
の
改
定
で
も
、
た
ん
の
吸
引
や
胃
ろ
う
か
ら
の
注
入
に
は
訪
問
看
護
と
の
連
携
が
必
須
と
謳
っ
て
い
る
が
、
利

用
料
金
に
こ
れ
だ
け
差
が
あ
る
と
、
訪
問
看
護
が
入
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
と
思
わ
れ
る
し
、
医
療
と
の
連
携
を
と
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謳
っ
て
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
か
ら
は
わ
か
り
に
く
い
と
の

意
見
も
あ
る
。

④ 
吸
引
は
、
主
治
医
の
了
解
と
書
式
が
あ
れ
ば
経
過
措
置
と
し
て
で
き
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
申
請
書
（
登

録
特
定
行
為
事
業
者
）
の
書
式
も
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
間
に
合
う
の
か
不
安
。

⑶
現
場
で
最
も
困
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、

① 

胃
ろ
う
か
ら
の
注
入
に
つ
い
て
、
在
宅
で
は
「
今
ま
で
」
も
「
こ
れ
か
ら
」
も
「
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
3
月

13
日
の
説
明
会
で
改
め
て
理
解
し
た
。

② 

し
か
し
、
事
実
と
し
て
や
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
注
入
の
人
の
長
時
間
預
か
り
（
見
守
り
）
に
つ
い
て
今
後
ど
う
す

る
か
困
っ
て
い
る
。

◦
宮
城
県
に
お
け
る
2
0
1
1
年
度
の
特
定
の
者
研
修
に
つ
い
て

事
業
実
施
は
社
会
福
祉
法
人
あ
り
の
ま
ま
舎
（
以
下
、
当
舎
）
が
宮
城
県
よ
り
委
託
を
受
け
て
実
施
し
た
。
基
本
研

修
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
・
備
品
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
）
を
準
備
す
る
以
外
は
、
募
集
事
務
も
含
め
特
段
課
題
に
な

る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
は
カ
ラ
ー
印
刷
で
行
う
と
の
県
の
方
針
も
あ
り
、
1
冊
あ
た
り
の
印
刷
代
が
想

定
を
は
る
か
に
超
え
る
高
額
な
も
の
に
な
り
（
就
労
支
援
関
係
の
事
業
所
等
を
中
心
に
見
積
も
り
を
お
願
い
し
た
）、
今

後
、
継
続
し
て
行
く
上
で
内
容
も
含
め
テ
キ
ス
ト
の
見
直
し
が
必
要
か
と
思
う
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
は
当
舎
に
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
県
障
害
福
祉
課
よ
り
借
用
し
て
実
施
し
た
。
募
集
定
員
は
演

習
・
実
地
研
修
の
把
握
等
を
考
慮
し
て
、
50
名
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
2
週
間
余
の
募
集
期
間
に
1
3
0
名
を
超
え

る
応
募
が
あ
っ
た
が
、
事
業
所
数
ご
と
に
整
理
す
る
と
、
概
ね
50
か
所
ほ
ど
に
な
り
、
各
事
業
所
か
ら
1
名
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
2
0
1
2
年
度
以
降
、
早
急
に
研
修
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

基
本
研
修
は
指
導
医
師
・
指
導
看
護
師
・
社
会
福
祉
士
等
が
分
担
し
行
い
、
演
習
も
5
人
の
指
導
医
師
、
看
護
師
が

受
講
者
を
5
班
に
分
け
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
行
っ
た
が
、1
時
間
で
は
到
底
足
り
ず
、実
際
に
1
体
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
で
何
人
へ
の
演
習
を
行
う
か
に
も
よ
る
が
、
最
低
で
も
2
時
間
程
度
は
必
要
だ
し
、
特
定
の
者
と
言
え
ど
も
初

め
て
吸
引
・
経
管
栄
養
に
触
れ
る
方
も
い
て
、
見
る
だ
け
で
よ
い
の
か
疑
問
が
残
っ
た
。

さ
て
、最
も
苦
労
し
た
の
が
実
地
研
修
で
、50
の
事
業
所
そ
れ
ぞ
れ
に
事
業
所
の
規
模
や
環
境
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
主
治
医
等
と
の
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
最
初
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
指
示
書
・
同
意
書
・
指
導
受
諾
を
得
ら
れ
た
と
こ

ろ
は
わ
ず
か
で
し
た
。
県
お
よ
び
当
舎
と
県
の
訪
問
看
護
協
会
と
の
話
し
合
い
、
当
舎
か
ら
全
事
業
所
に
電
話
を
か
け
、

様
子
を
伺
い
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
何
と
か
実
施
し
て
い
る
。

予
定
し
た
期
間
内
に
全
て
の
受
講
者
が
実
地
研
修
を
終
え
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
が
、
混
乱
は
多
少
あ
る
が
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
訪
問
看
護
へ
の
謝
礼
も
県
と
相
談
し
、
委
託
費
の
中
で
清
算
し
た
が
、
実
施
機
関

と
し
て
は
負
担
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
初
め
て
と
い
う
こ
と
に
よ
る
混
乱
は
当
然
あ
る
が
、
走
り
な
が
ら
進
め
て
き
た

制
度
的
不
備
は
否
め
な
い
。
一
定
の
め
ど
は
立
っ
た
と
思
う
が
、
現
場
の
頑
張
り
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
こ
と
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

（
白
江　

浩
・
社
会
福
祉
法
人
あ
り
の
ま
ま
舎
）
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◦
鳥
取
県
・
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
重
症
心
身
障
が
い
児
・
者
の
安
全
・
安
心
な
ケ
ア
の
保
障
に
む
け
て

鳥
取
県
で
は
、
2
0
1
0
（
平
成
22
）
年
に
県
庁
子
ど
も
発
達
支
援
課
に
よ
る
、
在
宅
で
生
活
す
る
重
度
の
心
身
障

が
い
の
あ
る
方
の
施
設
利
用
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
、
特
別
支
援
学
校
（
肢
体
不
自
由
児
校
）
重
複
学
級
児

童
及
び
重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
通
園
事
業
利
用
者
等
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
際
の
条
件
に
つ
い
て
尋
ね
た
項
目
に
つ
い
て
、
医
療
的
ケ
ア
が
受
け
ら

れ
る
（
33
％
）
が
一
番
多
く
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
（
15
％
）、
送
迎
（
15
％
）、
適
切
ケ
ア
の
提
供
（
7
％
）、
機
能
訓
練
・

リ
ハ
ビ
リ
（
6
％
）、
入
浴
（
5
％
）
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
在
宅
で
生
活
す
る
重
度
の
心
身
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
や
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
、
適
切
な
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
状
況
が
わ
か
っ
た
。

医
療
的
ケ
ア
の
た
ん
吸
引
や
経
管
栄
養
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
等
に
よ
る
実
施
が
2
0
1
2
（
平
成
24
）
年
4
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
。
鳥
取
県
立
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
で
も
、
今
年
の
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
特
定
の
者
対
象
の
研
修
を

実
施
し
た
が
、
重
症
心
身
障
が
い
児
・
者
へ
の
ケ
ア
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
配
慮
点
等
を
適
切
に
把
握
し
た
上
で
、

適
切
な
ケ
ア
を
実
施
で
き
る
よ
う
な
研
修
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
た
。
特
に
、実
地
研
修
に
お
い
て
は
、実
際
に
、

ご
本
人
か
ら
実
際
の
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
る
こ
と
も
、
と
て
も
重
要
で
あ
っ
た
。

鳥
取
県
で
は
、
特
定
の
者
対
象
の
研
修
の
受
講
者
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
重
症
心
身
障
が
い
児
・
者
へ
の
ケ
ア
を
想

定
し
て
い
る
方
に
は
、
特
定
の
者
対
象
の
研
修
を
今
後
も
受
講
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
が
、
日
々
楽
し
く
過
ご
せ
る
た
め
に
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
の
実
施
に
む
け
た
研
修
の
あ
り

方
を
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

（
小
泉
浩
二
・
鳥
取
県
立
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー　

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

◦
滋
賀
県
に
お
け
る
痰
の
吸
引
等
の
研
修
（
特
定
の
者
対
象
）
の
実
施
状
況

滋
賀
県
で
は
、
元
気
長
寿
福
祉
課
・
障
害
者
自
立
支
援
課
が
実
施
主
体
と
な
り
、
不
特
定
50
人
、
特
定
20
人
を
養
成

す
る
こ
と
と
し
た
。
研
修
機
関
と
し
て
は
、
不
特
定
の
も
の
は
元
気
長
寿
福
祉
課
が
看
護
協
会
の
協
力
を
え
な
が
ら
、

特
定
の
も
の
は
社
会
福
祉
法
人
び
わ
こ
学
園
に
委
託
し
て
実
施
を
し
た
。
特
定
の
も
の
の
場
合
は
、
実
地
研
修
は
介
護

職
員
が
勤
務
す
る
施
設
で
行
う
こ
と
、
ま
た
介
護
職
員
と
勤
務
施
設
の
看
護
師
セ
ッ
ト
で
募
集
を
し
た
。

受
講
状
況
だ
が
、
特
定
の
者
へ
の
研
修
は
、
定
員
20
名
の
と
こ
ろ
30
名
申
し
込
み
が
あ
り
、
同
一
事
業
所
で
の
複
数

申
込
み
の
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
1
名
と
し
、
定
員
通
り
の
20
名
に
絞
り
込
ん
で
実
施
し
た
。（
た
だ
し
、
辞
退
が
あ
り
18

名
）
内
訳
は
、
介
護
保
険
事
業
所
か
ら
は
6
か
所
で
訪
問
介
護
の
事
業
所
だ
っ
た
。
障
害
者
関
係
は
12
か
所
で
、
内
訳

は
ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
4
・
身
障
入
所
施
設
2
・
知
的
入
所
施
設
1
・
重
心
ケ
ア
ホ
ー
ム
1
・
重
心
通
所
施
設
4
だ
っ

た
。
講
義
・
演
習
・
筆
記
試
験
は
2
月
7
日
、
8
日
の
2
日
間
行
わ
れ
、
全
員
が
試
験
を
合
格
し
た
。
現
在
、
実
地
研

修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
不
特
定
の
も
の
は
2
0
0
名
弱
の
申
込
み
が
あ
っ
た
が
50
名
に
絞
り
込
ん
で
実
施
を
し
た
。

数
的
に
見
る
と
、
滋
賀
県
で
の
研
修
の
受
講
申
込
み
人
数
・
受
講
者
数
で
、
特
に
特
定
の
も
の
の
研
修
状
況
は
他
府

県
に
比
べ
少
な
く
、
か
つ
障
害
福
祉
の
分
野
の
数
も
多
く
は
な
い
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

滋
賀
県
で
の
重
症
児
等
の
医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
対
応
の
と
り
く
み
は
、
こ
の
15
年
の
中
で
、
特
別
支
援
学
校
に
お
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い
て
は
学
校
看
護
師
が
配
置
さ
れ
、
通
所
施
設
等
に
お
い
て
は
市
町
の
福
祉
分
野
の
制
度
と
し
て
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
の
看
護
師
派
遣
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
重
症
児
者
通
園
事
業
に
お
い
て
は
複
数
の
看
護
師
が
配
置
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
家
族
が
介
護
負
担
等
で
介
護
状
況
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
重
症
児
施
設
に
よ
る
短
期
入

所
で
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
び
わ
こ
学
園
の
2
施
設
で
20
人
枠
ま
で
増
や
す
こ
と
で
対
応
し
て
き
た
。

特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
看
護
師
を
配
置
し
て
も
な
お
、
教
員
へ
の
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
の
研
修
に
つ
い

て
は
継
続
し
て
実
施
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
て
、
痰
の
吸
引
等
の
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
家
族
が
生
活
行
為
と
し
て
家
庭
生
活
の
時
間
の
中
で
実
施
す
る
こ
と
で
大
き
く
問
題
に
な
る
こ
と
が
な
く
、
非

医
療
職
に
よ
る
実
施
に
つ
い
て
は
議
論
が
す
す
ん
で
こ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

し
か
し
こ
の
数
年
、
超
重
症
児
の
在
宅
に
お
け
る
人
数
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
重
症
児
の
高
齢
化
に
よ
る
重
症

化
と
家
族
の
高
齢
化
に
よ
る
生
活
場
面
に
お
け
る
介
護
基
盤
の
脆
弱
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
度
的
に
進
む
中
で
、
先
に

あ
げ
た
よ
う
な
日
中
の
学
校
と
施
設
に
よ
る
対
応
・
短
期
入
所
の
充
実
だ
け
に
よ
る
基
盤
整
備
で
は
、
対
応
が
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
、
次
年
度
以
降
は
、
今
年
度
以
上
に
そ
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
感
じ
て
い
る
。

県
の
担
当
者
も
「
今
後
も
、
そ
の
対
応
が
必
要
な
人
は
増
え
続
け
て
い
く
の
で
、（
委
託
の
額
の
こ
と
は
あ
る
が
）
応

募
が
あ
れ
ば
断
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し
て
お
り
、
次
年
度
は
特
定
の
も
の
の
受
講
定
員
は
10
名
増
の
30
名
の

予
定
で
、
他
府
県
と
は
状
況
は
異
な
る
も
の
の
少
し
ず
つ
そ
の
裾
野
の
広
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
る
。 （
理
事
・
田
村
和
宏
）

【
以
下
の
県
は
N
P
O
法
人
医
療
的
ケ
ア
ネ
ッ
ト
が
行
っ
た
「
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
」
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
投
稿
含
む
（
到
着
順
）】

◦
千
葉
県
で
の
状
況

【
特
定
の
者
】

⑴
平
成
23
年
度
の
研
修

〈
期　
　
　

日
〉
2
0
1
2
年
1
月
18
日
、
19
日
、
25
日
に
千
葉
県
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

〈
対　

象　

者
〉 

社
会
福
祉
施
設
、
事
業
所
等
に
従
事
す
る
介
護
職
員
等
で
、
従
事
す
る
施
設
・
事
業
所
の
長
の
推
薦
を

 

受
け
ら
れ
る
者
。

〈
推
薦
の
制
限
〉
各
施
設
、
事
業
所
に
つ
き
2
名
ま
で

〈
看
護
師
の 

研
修
〉（
実
地
研
修
の
た
め
）　

各
施
設
、
事
業
所
か
ら
併
せ
て
推
薦
。
た
だ
し
講
習
に
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、

 

D
V
D
視
聴
に
よ
る
自
己
研
修
。

〈
参　

加　

費
〉
3
0
0
0
円

〈
募　
集　
人　
員
〉
1
0
0
名

ち
な
み
に
「
不
特
定
の
者
」
の
講
習
も
募
集
1
0
0
名
、
参
加
費
は
1
万
円
で
し
た
。

12
月
19
日
か
ら
わ
ず
か
1
週
間
程
度
の
募
集
期
間
で
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
H
P
の
ペ
ー
ジ
は
す
で
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。

⑵
平
成
24
年
度
の
研
修

県
の
健
康
福
祉
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
、
ま
だ
な
に
も
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
厚
生
労
働
省
の
要
綱
を
受
け
て
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今
後
定
め
る
、
と
あ
る
だ
け
で
す
。
な
お
、
3
月
16
日
に
登
録
特
定
事
業
者
の
登
録
に
つ
い
て
の
書
式
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
、

各
事
業
所
、
施
設
が
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
4
月
の
実
施
開
始
に
ぎ
り
ぎ
り
間
に
合
う
か
。

⑶
特
別
支
援
学
校
（
平
成
24
年
度
）

・ 

初
め
て
医
ケ
ア
を
担
当
す
る
教
員
が
受
け
る
研
修
は
、
県
主
催
で
2
日
間
受
講
。
こ
れ
ま
で
7
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た

が
、
24
年
度
か
ら
は
4
月
開
催
と
な
る
。

・ 

こ
の
研
修
を
受
け
、県
か
ら
医
ケ
ア
実
施
依
頼（
承
認
?
）を
受
け
る
ま
で
は
、実
地
研
修
は
開
始
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

た
。
実
地
研
修
後
は
校
内
で
「
見
極
め
」
を
取
り
（
医
師
、
看
護
師
、
保
護
者
に
よ
る
検
査
）、
医
ケ
ア
実
施
可
能
。

・ 

県
か
ら
実
施
依
頼
（
承
認
?
）
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
に
県
と
の
書
類
の
や
り
と
り
が
必
要
で
、校
長
名
で
依
頼
（
承
認
）

し
て
い
た
こ
れ
ま
で
よ
り
も
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

・ 

す
で
に
医
ケ
ア
担
当
し
て
い
る
教
員
は
、
実
施
す
る
生
徒
（
特
定
の
者
）
が
、
同
じ
場
合
は
み
な
し
認
定
を
受
け
れ
ば

4
月
1
日
か
ら
医
ケ
ア
実
施
可
能
。
こ
れ
ま
で
医
ケ
ア
実
施
は
1
年
期
限
で
、
毎
年
実
地
研
修
を
し
て
「
見
極
め
」
を

も
ら
う
ま
で
教
員
が
一
人
で
行
え
な
か
っ
た
が
、
一
部
法
制
化
を
受
け
て
同
じ
教
員
が
同
じ
生
徒
に
対
し
て
同
じ
医
ケ

ア
を
す
る
場
合
は
実
質
的
に
無
期
限
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

・ 

看
護
師
の
「
見
極
め
」
は
必
要
な
く
な
り
、
基
本
的
に
看
護
師
の
医
ケ
ア
実
施
に
問
題
が
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ

て
看
護
師
の
校
外
学
習
等
で
の
医
ケ
ア
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
。 
（
竹
内　

耕
・
N
P
O
法
人
さ
く
ら
ク
ロ
ー
バ
ー
の
会
）

◦
福
岡
県

1
介
護
関
係

募
集
定
員　

1
施
設
5
名
ま
で
、
実
際
に
研
修
を
受
け
た
人
数　

1
3
0
人

研
修
の
実
施
者　

①
県
の
主
催　

障
害
福
祉
、
②
外
部
団
体
へ
の
委
託　

身
体
障
害
者
施
設　

療
護
部
会　

研
修
の
講
師　

    

障
害
者
支
援
施
設
（
旧　

身
体
障
害
者
療
護
施
設
）
の
施
設
長
お
よ
び
看
護
師

福
岡
県
で
は
、
法
制
化
に
対
し
て
県
の
動
き
が
無
か
っ
た
た
め
、
県
内
に
あ
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
の
代
表
が
、

県
に
申
し
入
れ
を
行
い
、
緊
急
に
1
0
0
万
程
度
の
予
算
を
つ
け
実
施
、「
特
定
者
に
対
す
る
医
療
的
ケ
ア
」
の
研
修
。

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
系
の
施
設
に
1
施
設
5
人
程
度
で
応
募
。
実
施
は
3
月
12
日
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
課
題
は
多
い
が
、
と
に
か
く
1
年
目
で
も
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
言
う
こ
と
で
実
施
。

⑵
学
校
関
係

こ
れ
ま
で
看
護
師
が
「
医
療
的
ケ
ア
」
を
行
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
。

＊
3
月
中
旬
に
教
育
委
員
会
よ
り
、
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
文
科
省
よ
り
通
知
が
あ
っ
た
が
、
平
成
24
年
度
は
、

今
ま
で
ど
お
り
の
体
制
で
実
施
す
る
。
つ
ま
り
何
も
し
な
い
と
い
う
文
書
が
来
ま
し
た
。

⑶
課
題
・
問
題
点

医
療
的
ケ
ア
を
看
護
師
の
み
に
実
施
さ
せ
て
い
る
本
県
で
は
、
こ
の
法
制
化
の
問
題
も
福
祉
の
問
題
と
し
か
考
え
て
い
な
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い
よ
う
で
あ
る
。
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
に
関
わ
る
職
員
は
、
当
然
、
研
修
を
受
け
る
べ
き
だ
し
、
学
ん
で
い
な
く

て
は
い
け
な
い
内
容
な
の
で
、
ぜ
ひ
、
予
算
化
し
関
係
職
員
に
研
修
を
し
て
も
ら
い
た
い
。 （
福
岡
の
医
療
と
教
育
を
考
え
る
会
）

◦
沖
縄
県

1
介
護
関
係

不
特
定
研
修　

定
員
30
名
・
応
募
1
6
0
名
・
受
講
34
名　

一
般
社
団
法
人
K
u
k
u
r
u
に
委
託

特
定
研
修　
　

な
し
（
不
特
定
を
受
講
し
た
人
も
い
る
）・
今
後
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
課
題

⑵
学
校
関
係

教
育
庁
か
ら
： 

単
独
事
業
で
教
員
実
施
は
実
際
は
な
い
。
配
置
さ
れ
た
看
護
師
に
よ
る
ケ
ア
。
24
年
度
も
同
様
の
方

針
で
あ
る
が
、
福
祉
保
健
部
と
法
改
正
後
の
新
し
い
体
制
づ
く
り
を
模
索

⑶
課
題
・
問
題
点

 

沖
縄
県
で
は
、
特
定
の
研
修
を
23
年
度
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
特
定
研
修
対
象
者
が
不
特
定
を
受
講
し
た
。
し
か
し
、

実
地
研
修
に
よ
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
実
施
研
修
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
施
設

で
の
実
習
に
切
り
替
え
る
な
ど
、
本
来
の
目
的
と
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
在
宅
に
お
け
る
注
入
の
部
分
が
4
月
か

ら
出
来
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
現
場
で
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。 
（
鈴
木　

恵
・
一
般
社
団
法
人
K
u
k
u
r
u
）

◦
山
口
県

1
介
護
職
へ
の
研
修　
（
予
算
1
4
0
0
万
円
）

不
特
定
研
修
（
高
齢
関
係
課
）　

定
員
50
名
・
応
募
1
6
5
名
・
受
講
60
名
・
修
了
40
名

 

特
定
研
修
（
障
害
者
支
援
課
）　

定
員
50
名
・
応
募
44
名
・
受
講
44
名
・
修
了
44
名

 

　

実
地
研
修
ま
で
修
了

 

　

実
地
研
修
指
導
看
護
師　

不
特
定
74
名
、
特
定
8
名

 

　

研
修
費
用
は
交
通
費
の
み
自
己
負
担
、
損
害
保
険
は
県
が
負
担

 

24
年
度　

不
特
定
年
2
回
・
7
、
8
月
と
10
、
11
月

 

　
　
　
　

特
定
は
年
4
回
を
開
催
予
定

⑵
学
校
関
係

県
教
育
庁
は
登
録
事
業
者
に
な
り
独
自
に
研
修
を
4
月
以
降
に
実
施
予
定
。
看
護
師
研
修
は
済
み
。
在
校
生
は
登
録

で
き
る
ま
で
「
み
な
し
」、
そ
れ
以
降
、
法
制
化
実
施
。

◦
石
川
県

1
介
護
関
係

不
特
定
研
修
（
高
齢
関
係
課
）　

定
員
2
0
0
名　

受
講
者
2
0
7
名
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特
定
研
修
（
障
害
関
係
課
）　

定
員
2
0
0
名　

受
講
者
82
名　

委
託
先　

石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

研
修
の
講
師　

中
央
研
修
を
受
講
し
た
看
護
師
お
よ
び
D
V
D
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
自
己
学
習
し
た
看
護
師

⑵
学
校
関
係

こ
れ
ま
で
看
護
師
が
「
医
療
的
ケ
ア
」
を
行
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
通
り

◦
岐
阜
県

1
介
護
関
係

不
特
定
研
修　

定
員
80
名
・
受
講
80
名
。
特
定
研
修　

定
員
20
名
・
受
講
20
名

両
者
の
研
修
と
も
に
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
へ
委
託
。
特
定
の
募
集
人
数
は
静
岡
県
の
定
員
を
参
考
に
人
口
比
で

決
め
た
と
の
こ
と
。

⑵
学
校
関
係

岐
阜
の
特
別
支
援
学
校
は
、
非
医
療
職
（
教
員
や
介
助
員
な
ど
）
に
よ
る
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
は
あ
り
ま
せ
ん
。

法
改
正
後
の
24
年
度
も
、
医
療
的
ケ
ア
は
「
看
護
講
師
（
職
員
や
、
非
常
勤
の
）
が
行
う
」
こ
と
と
し
、
教
職
員
が
実

施
す
る
た
め
の
研
修
等
は
行
わ
な
い
。
緊
急
時
の
対
応
と
し
て
、
担
任
に
つ
い
て
は
例
年
行
っ
て
い
る
医
療
的
ケ
ア
の
研
修

（
吸
引
・
経
管
栄
養
）
は
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
予
定
。 

（
医
療
的
ケ
ア
実
践
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
1�

in�

G
i
f
u
実
行
委
員
）

① 

私
た
ち
は
30
年
近
く
、
安
心
、
安
全
、
快
適
に
生
活
を
す
る
た
め
に
重
い
障
害
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て

き
た
。
そ
の
誇
り
が
あ
る
。
法
制
化
で
「
業
」
と
な
り
、
当
事
者
と
の
信
頼
に
基
づ
く
関
係
性
が
失
わ
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
。

② 

当
事
者
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
法
制
化
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
2
0
1
1
年
暮
れ
か
ら
の
各
地

の
研
修
内
容
は
、
あ
ま
り
に
も
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
本
書
の
報
告
が
事
実
を
示
し
て
い
る
。
4
月
以
降
「
み
な
し
」

と
い
う
言
葉
を
隠
れ
蓑
に
す
る
の
で
は
な
く
、
国
が
決
め
た
法
を
全
国
格
差
な
く
、
当
事
者
の
立
場
で
し
っ
か
り
実

施
す
る
の
が
行
政
の
仕
事
で
あ
る
。

③ 

行
政
管
理
の
横
の
つ
な
が
り
の
な
さ
を
、
今
回
の
高
齢
者
・
難
病
・
障
害
児
者
一
体
の
法
整
備
で
露
呈
し
た
。
こ
れ
を

i-care booklet Them
a

5

ど
う
す
る
、こ
れ
か
ら

：
課
題
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機
会
に
関
係
担
当
局
は
連
携
を
と
り
「
生
の
多
様
性
の
保
障
と
生
の
尊
厳
、
ど
の
い
の
ち
も
同
じ
く
重
い
」
こ
と
を

肝
に
銘
じ
て
施
策
実
施
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

④ 

今
回
の
「
一
部
法
制
化
」
は
高
齢
者
の
医
療
的
ケ
ア
か
ら
端
を
発
し
た
。
検
討
会
途
中
か
ら
障
害
福
祉
課
も
特
定
関

係
下
の
研
修
で
、
医
療
と
福
祉
の
連
携
を
め
ざ
し
て
き
た
。「
業
」
と
な
っ
て
も
医
療
行
為
で
あ
る
。
超
重
症
児
が
一

般
病
院
へ
入
院
す
れ
ば
「
超
重
症
児
加
算
」
が
つ
く
。
主
治
医
の
指
示
書
作
成
が
3
か
月
限
と
し
て
医
療
保
険
で
認

め
ら
れ
、
そ
の
責
任
の
始
ま
り
と
な
る
。

あ 

あ
在
宅
で
医
療
的
ケ
ア
を
質
と
量
と
も
に
支
え
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
研
修
に
よ
る
認
定
は
始
ま
り
に
過
ぎ

な
い
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ア
シ
ス
ト
は
エ
ン
ド
レ
ス
な
学
び
で
あ
る
。
介
護
支
援
に
対
し
て
「
正
当
な
」
評
価
と
報
酬
を

行
う
こ
と
で
、
そ
の
質
と
量
を
保
障
し
、
在
宅
で
も
活
動
を
高
め
、
み
ん
な
と
交
流
す
る
生
活
介
護
の
場
で
も
、
十

分
な
加
算
報
酬
シ
ス
テ
ム
を
ク
リ
エ
イ
ト
す
べ
き
で
あ
る
。
福
祉
の
現
場
は
若
者
が
人
生
を
学
ぶ
場
で
も
あ
る
。

⑤ 

文
部
科
学
省
が
医
療
的
ケ
ア
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
制
化

で
教
諭
（
非
医
療
職
）
に
よ
る
医
療
的
ケ
ア
を
教
育
の
一
貫
と
し
て
捉
え
る
こ
と
な
く
、
立
場
が
曖
昧
な
看
護
師
導

入
を
固
定
化
し
た
り
、
グ
レ
イ
部
分
を
違
法
扱
い
す
る
な
ど
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
学
校
が
事
業
所
扱
い
に

な
り
、「
医
師
の
指
示
書
が
交
付
で
き
な
い
事
業
所
」（
交
付
で
き
る
と
こ
ろ
＝
介
護
保
険
法
、
自
立
支
援
法
、
児
童

福
祉
法
に
基
づ
く
と
限
定
）
と
は
、
い
か
な
る
法
整
備
に
な
る
の
か
。
責
任
体
制
か
ら
し
て
も
矛
盾
に
陥
っ
て
い
る
。

早
急
に
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
十
分
わ
か
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
混
乱
」
が
少
し
で
も
解
消
さ
れ
前
進

さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
考
え
、
こ
こ
に
発
行
し
た
。
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

（
杉
本
健
郎
）
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＊�医療的ケア「一部法制化」に関して、厚生労働省や文部科学省からの通知など
WEB公開されているものです。� （理事・中畑忠久・事務局）

■�NPO法人医療的ケアネットとして2011‘9/9に提出した「社会福祉士及び介
護福祉士法施行規則の一部を改正する省令案について」に関する意見
　http://www.mcnet.or.jp/download/pdfdata/ncnet-110909komento.doc

■厚生労働省:喀痰吸引等（たんの吸引等）の制度について…
　�http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/
　tannokyuuin/index.html　

　1）法令等
　・�社会福祉士及び介護福祉士法施行規則の一部を改正する省令（厚生労働省令
第126号）�

　・�社会福祉士及び介護福祉士法の一部を改正する法律の施行について（喀痰吸
引関係）（社援発1111第1号）

　2）参考情報�
　・�喀痰吸引等業務の施行等に係るQ&Aについて（その1）
　・喀痰吸引等業務の施行等に係るQ&Aについて（その2）
　・喀痰吸引等業務の施行等に係るQ&Aについて（その3）
　・喀痰吸引等業務の施行等に係るQ&Aについて（その4）
　・喀痰吸引等業務の登録申請に係る参考様式…などが掲載されています。
　・喀痰吸引等業務の施行等に係るQ&Aについて（その5）
　http://www.wam.go.jp/wamappl/26KYOTO/26bb01kj.nsf/bb01d8a8451715f5
　492567d00007331a/1fececc43f0a7684492579c9000806d4?OpenDocument=_
　top　
　厚生労働省からの各都道府県保健福祉主管部局事務連絡（3/12付け）
　ワムネット京都府センター 2012年�3月22日より　

■厚生労働省:介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修関係資料
　http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/
　shougaishahukushi/kaigosyokuin/index.html　
　・介護職員等によるたんの吸引等（特定の者対象）研修の指導者用マニュアル
　・介護職員等によるたんの吸引等（特定の者対象）の研修テキスト
　・指導者養成事業報告書（アンケート）…などが掲載されています。

　＊介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修資料
　〈「特定の者」研修用DVD:1、2、3、4、5、6〉は、NPO法人医療的ケアネットHP
　最新情報【介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修関係】部分を
　http://www.mcnet.or.jp/index.shtml　

■厚生労働省告示第78号　平成24年3月5日　診療報酬の算定方法
　http://www.mhlw.go.jp/bunya/iryouhoken/iryouhoken15/dl/6-1.pdf　

■特別支援学校等における医療的ケアへの今後の対応について…
　文部科学省:初等中等教育局長平成23年12月20日付け
　http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/attach/1314530.htm　
　＊特別支援学校等における医療的ケアの実施に向けた対応について
　　平成24年2月13日付け　文科省初等中等教育局特別支援教育課
　http://www.mcnet.or.jp/download/pdfdata/20120312monka.pdf　

■�各都道府県での〈介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修事業〉掲
載状況…（NPO法人医療的ケアネット事務局調べWEB検索でワード版編集
2012年3月22日現在）

　http://www.mcnet.or.jp/download/pdfdata/mc%20fuken2012-03-22.doc　　
　＊京都府「特定の者」研修に関する通知などは、NPO法人医療的ケアネットHP
　最新情報【介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修関係】部分を
　http://www.mcnet.or.jp/index.shtml　

＊NPO法人医療的ケアネットHP　http://www.mcnet.or.jp/index.shtml　
　最新情報【介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修関係】の部分では、
「一部法制化」スタート目前の公開資料など随時UPしておりますのでご覧ご活用
頂ければ幸いです

●参考文献
　・『ICFの理解と活用』上田　敏著（きょうされんブックレット）
　�・『新版　医療的ケア研修テキスト』日本小児神経学会社会活動委員会編
　　（クリエイツかもがわ　2012年）
　・『「医療的ケア」はじめの一歩』増補改訂版　（同　2011年）
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どうなってんの？
医療的ケア「一部法制化」

現状と課題・医療と福祉と教育の連携を
クリエイトするために
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NPO法人 医療的ケアネット

重症児者に関わるすべての人が一堂に会して討論し、連携を進
める目的で、2002年春に大阪で発足した「保健・医療・教育・
福祉ネットワーク」と、秋に発足した「保健・医療・教育・福祉ネッ
トワーク京都」を前身に、2004年5月に「医ケアネットワーク
近畿」に発展しました。
日常的に医療的ケアを必要とする人たちの支援をより、有効か
つ実効性のあるものとするために、2007年3月、NPO法人（特
定非営利活動法人）医療的ケアネットとして認証されました。
重症児者をめぐる状況は大きな転換期にあります。「医療的ケ

ア」に関するさまざまな要望が渦巻いている中、医療機関、大学
や学校、福祉施設、障害者本人、家族を含めた連携による事業を
展開していきます。

お問い合わせはFAXまたはE-mailでお願いします
▶FAX：075-693-6605   E-mail：mcnet-info@mcnet.or.jp


